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まえがき 
・

phbは現た きず林条についく共月調益ﾡよがが 

なおなこなっていろ

この研のため. 一た. これまぐ○もず林業そぐろ主 

なス献についく型解*ﾡて お く ご致が力2Y方え. こる 

共月で主な文ﾡについく受約々 こ み, 研兄と Lく 

飛表す ◇ことに した.

そ 0 尔担J てついては, 「条地ポ」- 永都入手求系問ﾡ 

研究会ー はっいては舞材, 「き"点糸ぬ々く端問A」 

-+m食----, 「吉野次業を 視察 して」一 大内死ーー

y「大林地主○茨ュ」一N領区問 - にっいくはﾡ木 

「妹制及つ私Y 山村 修済」― 笠井 恭悦一 にっ"く は 

き沢がそぞ当 しな.

昭 40年5月 17日

経済研究室
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ﾡ I 章 林集の 発及通径

きﾡﾡ林系地ﾡにおけともず川派ﾡ,ヒ川派故, 十注川況域の旅余 

北城Aいチ&相当もい震メな有し 中ぐも 吉野川微城刁 吉野林弟は. P 
べﾡIに お ・ 々 氏有妹糸地のヤ ぐも飛りお いA央そ とっもろくろと.そこく 

き分所 株余 ○飛私* ぁ院 すスためzは.ﾡ紀の3 ぬ余 地故2 8 手を* 

れ明も小汽タを必要尔あろホ.依叔の闲係ヒ根想ミとマ0けみためにそ

そゐ時期において神&的 な発稔な と げた 地臧を 前面 にすえて」 * / 

阉連す りカ、ぎ リぐ例の妣城忆 もふれ3 この懸吠で' 生庁代は"上村名 

2 しmパ水条地ルな、パ湾以ペは十"対をとしたた"川特 

紊世域の其議を ヒり力げ2.

I商 封港下のきず林業

(l) ﾡ川メ前②きず林糸

—— 木材市場Yのﾡ熱動雄 一

系び平くmの対系と4りそしくいち平く人千ﾡ化今すすんた°は 

朝川流喊いリ,明治時代いこづくし、たか。遊林地の樹令"gく 

足别 啲弋未期 ce2*2。4Wゝには" 上 はし、工 話 千のス -

おこなりくいたY権糸さていろ.

しホし当時は なお山本○福W係は※ずしと"" 夕か 

には仲周の総ﾡ燃ルYしく入会衛央用伏用みめとに力っ/.当弊は条 

にスキはルく.ヒノキ.なそつ他○提人べすか、った.そしくしかる当曲の 

、をじはﾡ め、とメ はe的,ゆル的 なり°で力っ/た.

こパ岡認 t しく族極的忆座七 ミ ハ方よラ にな々のは 終川時代K 入?

。誠内崎新術。太材がルY検触すンよフになってからでろと.



そしくその契枚8しく は発ﾡ となっに みが. 翌&みもの入欧ﾡ,伏私め 

○条地. 汽Aうス著○大仏及%給めてす»大小社才の進ぜで, え1//冬 

く/パ3) ○大係坂の糸造に台 っくは. 魚野材Y共にき得のガび生艦 

*九た. また北の材 8X株3耳 </よク年) ならどに&及え4に況 

城の者繙用材 とし く伏用 や れたとい う。 tっと% :次らはいまだ半球的 

的.浜務的なも○で力っれが しかし : 凡忆肉係 した 吉野の木方東盾 = 必 

永的は. こそﾡ会に, 一微氏ﾡみ荷教にたじくき呼の木る入阪へﾡ送 

し充々場めた

・2) ﾡﾡ的林糸段巻の攻立

上の ごY くき野の山旅め総済約価値が新まり ﾡ取的林糸生全にすす 

むえって. 人工地へ○図べ&ﾡより ぎﾡ那林業地ﾡのるﾡにﾡか 

場っ

こクいっ た植はﾡ洋②伊 流など o 通に係ろ み ﾡなふ 逃わた 

めゆ»ﾡん対す奇裂次増す ことzより 一良とミた。

(3) 上力有番隊後系Yきずが系

- 伊丹木Yﾡ九の生産 ——

上のようなも射地万2おけあﾡ妹○進意対 し /っの仮&約4な 

々系したものxし てﾡ津○伊"ﾡそ中べヒす み ,Pゅク上力の活営系 

の来そた あこてはでさない.

めっとめﾡ津(立ﾡ地力の/国. -は大際点. -靴は糸ﾡ沢のも持) 

○伊. 滝なヤとす々このよ>な済酒用材○希我に対し 供常ミみス 

ギは大和のき呼らほかに. その力の紀伊ﾡ狩力qのめのめろったが。¥ 

はりきずのむ○が主で. 初めはﾡ木名糸材のまま女して 滋方面でﾡ 

丸して いんつく力ろが。号根耳中紀お取用堺の前人昊が段州 く安気昌) 

からﾡ人な豊yて 当ずﾡX知負住村Iz a て 製造を始め. 同月の人はこ の 

製造法の激検な フけく強んにこな此みよう/そなリ. ろ上キ乱な今く 

xしん上細ろお派へはﾡ住の人べさく こ々伝え. その校次チに 

をず会ﾡ松べったのぐ力. そしく このようなﾡえら生"そ今化第え丸 

※ゐ夕ﾡ者の希は"ベ く地力の条的化そ め%たらし. こがまたき 

狩林業の/ っ○ﾡ欲と な っくいと。

(4) 林業総き包織の接

- 僧地林納&YuM及 -

止oょう な#九«愛え太なご冬ふくむもの炉&に対す2新發み増

4 って, きず。株系 は求京的ル業 へ ら遺妹を こなう角 ヴ的 夫 、 Y 
発度 しくいっつぐ力々べ こoょラ ネカ サAが義納と z 2 I っく.

&aは、6また増ﾡ備さくいった。すなわ»きﾡ&締の自面生& 

化木斌初.対の修有林遊を対族としておこなわれた時に氏生産一は対の首 

县たらを屋の気芋のも と に: &Py.かっくのﾡ複地ﾡたちがﾡ糸的4 
泳系の治 ヒしてAに力たったよう ぐあ み尔. 福要り 增加。っ く 木" 

とA型が Lて<»と ネ材っ段々担4 す とキ門○木材系々が!. 

u地ら並AAはこyYや令しく,和ﾡ山,。放木ﾡ及にネを没し 加訳 

uoR産は仲項へキ%Atく こハ ajq家 冢内 ナ上 ど大飲う /労た と 

众切ル幺3世"払う形無かとちれしょラ忆なった♦その險•流走路显沿 

。 < 校納 tいう曜ルキハ1の飛※働着 8条L/た? く力ろ.

. こ , < ぬ 時代 の 中 划 以降,対 の 総承光に 対すみ共地み 間系 ヾ 

ﾡえにおけ»造泳式太。XそなビKによ2?く借光旅Mぶが入ますとミ 

oM&パAになつて地○サ&a高は ぐか- く 外那の 商人比主义本に 

ょ。て部ミろょうIになり こ こに明除に土地が不力た々並Yム太所 

汽ﾡくﾡき)に々米はで為とその"平人に力4と 木材の以改 

zたす* お木ル求着 z . 決糸売の為とかX くいっ.
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(5) 林条光域の将名

ﾡ2ﾡ 本主殺Yきず 林菜

( 封共的制限○概発

徳川ﾡ藩体W下のる と ぐ はが探は対し くﾡ々のMべ みラけらくいた 

このふ粒制ﾡはW冷"ﾡ と共にﾡ次旅免 し て いった. *いは次の ごとL
① 株座制反の炭止

意ﾡ体制下でﾡる機にmえらてい/御mヒ しくは. チ/に株&例及 

かろげら々べ。 系について も木炉&林および木如ﾡのM戻べる 

うけらた

と ころがﾡ冷入力X この月ﾡ林およがﾡえ株の制及は。 自由る系艦々 

客すみるらぐろるてして. フ年/ポに常止*. ネ河&でめ. ネ材部た 

系くど. 納税者 ならばﾡぐる自由に考系なはじみこと公そ»よう4 
った

② 木材▽叙ら震止

木材▽災はス分ロまたはロと %いい. 紀伊怨ぐは領内 /30力mか 

りに2か口役が教けら. そ ? そ血通すあん物は公々冷ぜ「検述しく 

ﾡ乱には2分ら ﾡﾡが 現物% みし は 現金 ぐ称ル /た.

③ 留木響制及の水ﾡ

旧系ﾡ代2は,スギ.マッ ヒノキ. フス,カシワ クヤキ寄は遂上掖 

%にし, 似妹険が契めらなけりばせ"かった. 明治 に入る K挤• 

の材ネ河愛は日ユの糸為 YY% Iその旅ゐ方 %み本し. その総系, 和系u 
系河ﾡは有林ユ水のえ八自ものォな吹片に我よし. その永認えく 

こ こ にゆ木に対ろ制がﾡかんた

(2)糸の充承

調冷初ﾡ. 的諾M炊会の次炊ロそひらいたきず系は. ※/次人 

戦酗9恐愠乩 ぐ, 木材価ﾡべはぼ-ﾡしく上況す々という好系件にきま

こYと力いまって, るな欠私る レチ て いった こと は当然ぐあら尔. 

«○父&は妹系ﾡ系○抵係 木材似な塾よがﾡ品浪っﾡ的州大と しく 

繋為しめ*よう. ここ ぐは十ォ川対W/ レ く 具体的に ふれ ら れーくい 

ク.

(3) ※の及Yﾡ条とのW係

ここてる 十*がIついく み らく いあ.

ﾡ治納単I »け。+平川州 ○対氏は. ま タ今に 自総的な表系に依合 ・ 

くい. このような念糸は 調冷第改府のは現予々に力、"P/地血べ 
産ななてす々改ﾡよって.大まな打れ幹をうサた. っ扌【れ & ぐ 無算 

メルった十*川*○上ルIにmしく地加べ減後、2 ことほなった.がく < 

席負しれ対&は 4ル々千ﾡし この妹余総2々ボっ所に針 

椒ヾ K 始めた。妹糸や々だう ことべぐき2 は ど今余体22 ら倉 とら ばネ 

対の他上りと教は火投○姿備よっく 地/○人ﾡなどはん余に係う こ: 

かべたわ*•ス3 一か Aを+電しに太んは*い以依はﾡパ% 

, < 出々ﾡ ラ い。力汰に よッ 依存 ・ ・ かなば &らなかった. こ 

○分めがま/た株*Iにj用/た. 根^た員氏 この乂"自絵的な性 

ねの強い殺条。ﾡ塚よ っく欠進/た.

A条 ○飛私は. 自像的 な求系9 洲坂に よっく成名つくらろ 作らく4 
く:ら/む L々映燃的自偽的立表求家泉らぬ引そ系した.

(4) 林条%めぐス商叙沢係

米»体制下○ル糸には, 帆委によ必ﾡ州限%ﾡみ/にしく ﾡ々の共的 

みm係が得ねした. ホネ所&の高条, 内川会太的収考べ. そのみりよい
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例でろ々. こは. 株全制及と絶びついく発生し. 角をしたものぐろっ/ 

ところが. 明治新直 而 が椒在したの は,領主てよって林糸にそらくい 

た制ﾡだけでろ って. そ ○らW係てはﾡﾡ/ては平そふ«かった.材 

ネ同及る. a.そまぐ通り②収弟なﾡけ»ことかぐまた, しんなっく四 

冷以検のき好旅糸○欠承 め. こ○ホア②及広た々人配のもとにおこ な 

わたりのくろめ. しかし. 林衆のわ,まし い先族は,式本一 貝为物歯 

係をス.に作り した. そ こぐa未○ス配べﾡ終立骨統すろゝ返に新しい 

网係が熱通は成袤 し. きず林糸は及めく禄処なﾡ叙ﾡ係名 tった.

① 材木ﾡ及の収冬

内&○糸材系為ス認は依監Y し く合統

② A系者と土地宿着

ﾡ分 - 共上艦べ催○代償と しく 妖会の何初か冬や係の係に土が行為 

z夫 うる今

ﾡ 一ﾡ当及期にりたとﾡﾡ 収会椎 % ﾡ <没す289
③ 来材系者とﾡ株糸倉

@ 系倉Y山旅秀物着

③ 茶材衆者とﾡ糸および地力自治休

© 入山u府有着とﾡ地○mﾡ
次上みて されよ うにﾡ々の階微と ﾡﾡが秋盤に込後 していろべ. こパ 

入別すハば, ポ 木 同届. の 収話 用 象故 ”へ み 井 的 *い し ﾡ京* 主糸的なぬ 

のYﾡ的為○い Iz代表* あ太炎殺的な るのYI分りろことべぐミカ 

そしく新しく作りに*て\く 買本主嫌 的 4 請冈係と, そ まぐ○的 

な以ﾡ との才店は.糸の ﾡって 央化 せ ずz はい な い ◇

(5) 第/沢穴/以後 乃 光底

ポ/次大牧役の対てままこて 木え価ﾡ、が下ﾡにﾡじた こ z は 

そぐ②わが国の条の「会時代」の6な%きげろ もの ぐ力 っ/て- ﾡ 

2大我にいあぐの 20s周. 太ﾡ場へ上ﾡを院けタYやう奪継は. 

&ふにたどマって : なかっん. 材的な合な泉みせし»なべらﾡさ会 

試人々成4さ せ » までに商成に先展した日本只本主孩は. 増入すクネ» 

。 新多 «外材 ら 納入 < 4 。、厶 っ/んた".P べﾡ○人央は こ 9 ハル ? A 
によって*のポ* 少4 なけ M ばなら なかったが, 吉野床条/てと っく こ 

星は枠に戚し、むのぐろっ/に,そは外材。ﾡ負に,*らに化地光&っ" 

政が 加hったからくク.

♦ く て札枕技探差 も触牀画次も符通せぎみを筲なか"、 しクし:?間 

にAって ・東太ま炎"R係の父&は1 とこヒ%く こ こくはく^は 

4 ず 企系令理化 o 形 ぐ 1 しくいみ.

3岡 ﾡ時,救及のきずか糸

(1) 救時税制下の林系

マ神長る、、なけしLq中夕次いくずス大物入と安々救"後 

派○私点は、帝用としく○ネル命券をハ?て"ほビ針がん." 

% 與岩絨制によ2外/挤入抑制が々年の物めか/行>K色 " 

a 恒内にガけ » 木ﾡ供冷の ﾡ大な委偽せ ドク名イなか ?/.

ー した単簡制■和大y就入木材制限“土 超内木が市ﾡ休制さ

多なら しめみ.

昭 /ス4ク月 /8q
年

ノ. /4 A
/よ年 2A

価懸皆 止令

&ま欧

金上泗求耐価妳の力/次指足

ョ材都帆制規難
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/4年 ホ統制法

こ う した救ﾡﾡ制によク「ﾡﾡﾡ令」・「木,胡粧制」ヒは太材系みら

「向展料前条武本および向屋制工家賀本形態」z -堀 し. 林糸におけ夕う 

ルジョ ア的総考の承胴のため○道%ﾡさ 方め/のぐ力 っれ. そしく ネ九は 

ま/,ほかな ら ず教険 kおけ»妹系ル堂 o ﾡ状々 契核ナウたのく力った.

<2) 敗教2よみ旅系ﾡ造今ﾡ状

漱時統制下 の 林条生屋は, 軍ﾡ的Eのもtぐ, 一制後探化よう乱伏" 

みいら. ﾡ林と依ﾡYつ不均ﾡはますますな大し. ﾡ系的には絡小生 

Aゥ-全%地っていった。 *しく, そは救似りﾡそいいた. そに系 

学 太ﾡ 久ら 攻直似 にかけて 株示 生産ﾡは生&式材炎びに2 ネ&.

公燈入ん容, 琴すみ2回 段後○液ﾡを Rﾡして 次みし 。

しかし と りハく り以殺によ々栗ﾡ力 の顔塚は旅泵銀莒. 注Aに対すク年 

事的堂氏を解消せしか 平ﾡ用から一ﾡ刑材へ○奇我のﾡ状. 勉、後後発 

のための系生准の貫師改が主奏日産I2の ばクいた った. そのことはL 

かし ¥木材市場のホ、ﾡのりではなく ネ材生&及ﾡ=次系材さ* 

。 も の の転撰W も 急味 しく いあ.

間20年//月 地方 ネ 統会社の解体

ネ/系 4月 ロ本木扰犹制会社 9 群し亿 よ ソロ木社解村 

林糸会○然及

ユノ年 / A ﾡ済表タネ郷刻々/ 节「指攵 土産則割当炊 

W」こより林系会去。ﾡ介とすろ ・クゅ

24年 /月 ネ材生ﾡと取チのえ会なみ自も化

上 執時営係ﾡ納 —— いんゆ o「自約」一-戦許営ﾡ統納一-え 

Aなな迫取引へら プロセスはネ材生産. 取引外の況央域ﾡにさまざまの犬
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教々扱じた. こなまYして ①市岡係,②木材生&ﾡ造92つのる部 

上みと。

①ﾡﾡ係

ﾡ崎 求役統制み派公燃係し. 地太べ解したからといっく 同ほべ 

ubに救府遣り ○留ら○概ﾡ*ね落ませ、殺称重り 奥座 地 市 场を火配すわ 

とうわけにはいみ、なか、った. むしろ」装後の * 鶴 は同後の 生度世市 ♦文 

&ltど»a*LたYいっていぶ.メ/に」戦 新 同 屋 の 史 &也市 坊 翠 

○xwYuってい/An央太。t<○炭地は, に、の叔しい*ン フ レ> 

ﾡY会触太のよとによって表失せ*クなえなか?/た. みし致険イ ン 

フレの過程, 円&○敵資定力は目にみえて淡し,したがっく人吹自 

忌む痛みがざ•ろよえなかったのぐあ"5に•"’ムに波階統制。 %* 

ぐ糸材米名自体は系率Aに今領ミt したかっく戸&一木め系為9 
网保%-先す强制的/2分所)Mたのであ"みそクした—, 

地木社の不請けを"が’川なけkは為自ね寧た密着すろか.と必かく 

0却的な#自社"%感対し 戦彼 地木社の 解侬・ ネル市場光とヒもパ 

河Xス記○細から はyん ど解取さK S にいた っfた.

こう、ったﾡ&メ慶っ M京は. ネのえへ® 自 由性女る" ﾡにり夕 

か こoさい. 類太にとうては茶材の生産過置を分断*ゼ々こと4く? 

林一 秋麻一 図オ ― 物れー気 して"タ い とゲ売 ぐ力2こ!片

うま*いない.そしくス係に 梨が永*・ バルプメネ"々は 同屋入配 

oA* ・%って そのA件へいと2っくいく"かバ こ夕し「ーポ生 

A」ﾡ々Y子なつけは じめにろくやった。

uころ* r-京生&」の1女動経は共係にはより段ﾡ人々又し 

«○担いチッまミ aギぐ力.

ます.,肉度によた「宀 資名座」 tのごYく同ﾡ入配は体制的には
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坂し. 向&はもはや戸及としく合在しえなくなり その入新分べ沢%し 

さった しか、し致ﾡめ、ら大、な資本名物かしていたその-卵は ﾡ木社の 

解に孫しくもとIてそ*対用し. 地木社のストッフセ報りうゅ 知棟 

着Y総令し <「一貫生心」のりなしi。

※2に. 不材条為の「一気生A」へo4k 統制ﾡ除に受クまぐの 

営ぐ月んス配から成却しつつ力っ たから は 戦役系材系為 tしく8沼 

したべ, から○なかは. ﾡ税m工*おこないつつﾡ系そ米»か 

カカいは製. 都元り%糸»かしく 「一八生ﾡ」への崎成ﾡの遠河に 

そクじのめ力らわくさた。 めっY名 そのﾡ形電は. ¥前にもらク, 

3に. 夕材系有によ»「一項4」 からは統制銀済のもとぐ公 

系都締な?け 地木社のもとに命みﾡえ、く数材報ハ1%担当したん, 地 

木の解休ヒヒるz製材系着の鋭争. 盗ﾡ.再納政べおこなP その 

ﾡぐ自らな強化しに有力ﾡﾡ茶倉は 他部口な%魚任しつっ 「f生准」

z前ﾡ な2いれ , た

に. 上o形ﾡY並んぐ. u有有によろ「-貫生を」への公回 

な%るみらあ こうしな場4 Yして核運林ﾡ地帯/2多くみら高3 
有のようなケースはたﾡ林条ル#で及加さ»Y\う ことは, 一す娯ﾡ 

的I2いえあぐんろ うべ, しかしﾡ素てはむし ろ この商択型は&作照的に 

担ﾡれし つっ ろら わ.

こうしz「-ﾡ生た」○ ﾡ詞通ﾡはア ﾡz. ネ 生たっかじ桜なﾡう そ 

丸でれ 0 史技省の 陶汰再新過意でふる. そ し てそのﾡ承は次のように4み 

ぐカカう P
すなわち. 登ノに 山®考そる今む大ぶネら「-貫生」べ次新に 

着及例しつ っ支ﾡ力々強 め. そ 次い ぐu林総番 びはチな rすほ どo

力 x%たな ゃ規ﾡ京承 っ r --ﾡ生虐」がﾡﾡしっっ自ら 您椅 し 

して系検に「-ﾡ生&」 そ②リ だす こ とべで ミ ず 木材生との-ﾡ L 
かﾡえないふ土ﾡ有が没のんﾡに当乱す之. というAに……. そしてそ

て○ﾡにはﾡ分的対立ア係当ぶ生 < く み,

② 木材生企ﾡ数ﾡ化

メ上み市ﾡ才ﾡの素ﾡは. ネ材生皇ﾡ性の夕化ながﾡとし. かつ劣系す 

ろ,セえは 林M和殺 nr欧修 系係数数等々, そYヒ®に歳2 
ﾡﾡ公からんぐく あ.

こういった救役○木材生&ルら氏窓め. 総じく 内ﾡの没求, 未材生皇 

為○陶ﾡ衛なﾡい. 大山林徳弯幺ま でふくむ「-ﾡ生産」報考み制ﾡを 

ﾡにする. そして寸,小教考ﾡな一ﾡ力らにすク,こっ急味ぐ 

※材当○報択と木ル生&ﾡは○&ふヒは切り報しﾡくびついていたので

(3) 旅ﾡ法改ﾡY旅系田体

昭和ユフ乳つ余な改工は」 っ9急因. 交の/つは林朱の計画化. 他 

o/っ は食林銀令○ 改ﾡY強化で力2。この改工は いチ も 入山旅、有 

着に有洲にはたらいた○ぐろ». ナなWカ, ※/に. ベ株部べ会妹楽2
&LLたことによって.山u炉有ﾡはそセロ犬にしく永撃地用水るﾡ 

るL 段○求約光, 新求炉の入会鳥,用糧○解消*ﾡ々Y対こなっ 

L 2Iに.桜杯制問ゐ加メにって」ﾡ丘似期や飲上の著承そりっ大 

uぬがﾡ者は. そ%契校Iにしく,ゆ燃な子最え 自ての受力を刈用しく 

ュ木信塔9 値と リを はかった の で お った. ニの よ う にして. 決決法欧工 は 

&ha らw大u 牀地土 に 病利に はたらく 方向 ぐ枚希 を公的にッフ・ッ 

.. 中 •小山林她主, 救氏に対すみﾡ才のメ配力をね*せろことにな

フ】 の ぐめ ?
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ﾡ2章 山林の有Y 借地林条

本筆 では遊ﾡﾡ条ﾡのﾡる件 こLてろ 土光所ﾡ o ﾡﾡ っ いく ふ 

?。

ﾡ I ﾡ 山ﾡ有 ○ﾡ造

会叙に私有林ケ約74 ※なちめ. 公1林お よ び 部乱商林り 面 服はN 4 % 
にすさない. とりわゅ査的林系地ぐろろ上YXﾡ対とは. 比ﾡ的新 

しく飛並した十井川村"上北u < ら べて 称警床 9 例台が一国大 セし、. 

こは平くから大ﾡﾡなﾡﾡなおこ aわyたれめにﾡ途総有の解体. u
K有化のﾡ煙がるは世し こYIよあ.

つぶLuら他倉別旬造ついて. %っと 8r倉公化かすすんな 

上をﾡWヒしてYは, 川上才ではチ町下②小規検有右べ, 派有右 

総教の 7く % ちめ < いろ○lに対 して. +2 时步以上の入沂有為は修求 

○的2ズ すさない しか、し こら大有者らf有すろ命ﾡは央に私ﾡ林 

A体のぷx して いろ そ してﾡ②はしんどすべくがポ外在住資 

全系ぐあわことべ注ﾡさあ。 ・ ^

2商 林地条後の 過程

本ﾡくは吉ず林条の費太主象約浪み当 して さん 代表的な•武木も 

ぐ力み北*, 岡納. 中ず, 平井. な. え等のﾡ糸についく, 地県換っ 

すがれ々略述し その他命として次のごとくいう.

-叙に省ﾡの対々。 と"け川上がは光形がけPしく. 表系生ん力か他 

く. 佐氏新に子ず地称Y○産物○糸によっく生ﾡしくきた。したホっ 

て この周 介社 すら 期 人 たち. 中でど上市町なﾡす々ﾡ人たあはるﾡ

物次の災地諾卵なへみ供ﾡなじて件ぼの総済生汚Iに対しく独い大和力 

幺旅ク忆至った。 そしくﾡ糸的ん件のあったしがぐは. 徳川許ベヤ期メ件 

ししば然生しれﾡ健やス火9ほ ごY に これら商人たち小ち消火舞金を前 

A L < &場な決Aiな ら す,気借阈侬幺 u じ て 呉山対2 A はますま

太へ○ぬ属 «※めてゅく. *して 平分地尊 の 商人が ・旭最当 の会8名 

Atく次弊に主に象化しくい?たつYアにきでっ ポ S uポべ 

買資借の抜当物件となり, 次々Yこらﾡへたあ◇キに%しくいっ/た. こ 

丸”商人資本のM表ら大惻^山林も集秋し.つ感功したの.ニ相 

系であった。
現を○大林米費よるたちはナナむﾡ始役キﾡ林登«者*り て °キ

A%/立したYいえと.

ﾡ3闘 僧 地林条 ○現求

僧地林M淡はも『地力お有○土地執及くろめ.そは川上"小"3 
ャべいしく発述しくいあべ,土とのが有と段毛とか分ﾡ3夕登発 

小作 e な妹べで * り,施制 納0挑県期 はタト钾•ん 々 栄 ・入う°に 

ﾡめて役な制及ぐろった.

このw&の央生は」おるらく次のよクな有ﾡにもYっくも°でろやう・ 

現点 土対マ小、対ぐは有にﾡ才ろ僧地契や次子いが・「き" 

人城安」にる道構せらあように, このw及は永方イらく対°発«光

■泉 として 発生した い いみ"* も どこ m惑で 4 ※えは*刀 

の 山め… へ、た. た だ そめ” り - M%の住民会術 9共相という登 

。形総のほかz 神に入と救では夕くの山旅はいPゆら「サ」としく" 

有じらyくいん.*てサYは 元糸ゐ生炉の 伐的 用によっく生ずとめ会° 

①へ神なたﾡ»○でろったと"ルクが・(糸孫地に科堂ホ 々パ問 

。なら y 氾尺改の大部分 はかかみ族則的な次次キ ャ こ な うにけの太力 %
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% っていないのぐ. 少○共有者今うち共ネ"の力»着べ化の共有者の* 

高% る僕してﾡ«行うようにな々, なお木未歩山"新共ﾡ光ではお公 

を光&外◇人々にえ次ナ こと は茶 しらくいあ寄ぐ力»欠,外ﾡへら9% 
法な資ネの女つ桁にはかク、わ内ﾡるﾡなく有々魚兵になり "ベく外 

②木条べ並よしジの-朝上ﾡを教えしく地状ﾡに為子す方, こ 

○ようI して 土地有みら分報した僧地林ﾡﾡ巻が生す»わけで方» 

ーガ こYそ行して堂林活ﾡら没必ヒ %なっ <総有地やザu②ス有化ら 

過ﾡるんでい2のぐ. ネカ受 しい 小况展 な林也疥南 府 の うちては 

Kを回線ヒ し <自ての有地* -定期间外部の林衆貝本家は資付けよ う X 
う2めら 8ずわ.

僧地業は /?せfの初め. つまり外ﾡ○糸ﾡ木条た»べ粒林事系に 

治チ した勿期からﾡ治○前半頃まぐは盛んぐろっ/ようぐろわべ。税社ぐ 

は全何旅中に ち め た判分は 川上 ぐは/ヌグメ,ハ ぐは 2&フx, u 
ダ村くはうs。z ぐろ り. この 削戻 の発生地 ヒ いい八万 川上村 ぐ/4 強外忆 

すくない 
◇
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3ﾡ 仲 と 納組合

が I ﾡ ﾡ世ﾡY力ﾡﾡ系件

山林労勧の脑捱は大血 し < ﾡ状 の動ﾡ Y幽材く依人) は材ガ のu煙 

の3つ11分»

① ﾡ※納登ﾡ ■

イ 光ﾡく地明)

・ﾡ償

ハ 下

- 除 栈, つカソり.

ホ 及ち

②塵抹力物西呈

イ#不

ロ ﾡ 材

③ 働営

ィ永材

ハ 汎送くﾡ>

③ 作衆報成

(2) ﾡのえ倉A
地以においく戦粒の交着及べ ことなろ.

(3) 労働 条 件

①ﾡみ •

uﾡ分けら報形Kはメ別yばネﾡAY 台 ぐ» ル 未令負
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銀には個人ヒ. (考の西体系ﾡとがろ. この央形ﾡはぬすしひ殿准 

I2よって規ポyあるらではな\い しかし一叙的(ていえば, 日台は地ホ 

ﾡ際,修ﾡによ力よ材ﾡのタく 未ﾡは似太. 凌材. 次利ぎ行に-糸 

的そろ» 

② 的許超. X物日女 

③ 生る亀、.

一般的 zいってミめく個い 水ﾡ ろみていい うと。

ﾡ2町 ﾡ縄岡係Yﾡ物a合

c1) ﾡ綱岡係 

次糸の的沢係はおお きく 及化して さ くいわ.

(2) 山納部令

き ﾡ林条地 ﾡ では. 今日会回ら 試不林林界北希 ぐa 比ﾡをみ ないムうな 

山木芳助組合 0 治勃状 /用 て\る

4章 きﾡﾡ上北J村

東郡/4新 前北2みにりにと広な大なが.

会体は際上4大争- 赤京. 合小塚. 日- と系川領とに

分けられくいる.

Aロは約2422人 ・

• ホ 4町タ反. 畑ベ22a「みス。 ろせく28印にみたない.

AaAは2sよw* こによっ< り対&済上にかけと共系の1我 

性が知らハよう。

ﾡ2曲 ぬ川隣 代 o 上北uポ

(1) せ的の形Yﾡじ

大来ヒ州上@ついて. fビ物攻形成の協雇を械幌すば。 ヤビﾡ。 

gar本期さで○問○物は. 自ペ/ﾡ。しくﾡ闘つ形魚ぐ接qに 

ょっく余ﾡ6a. また南細由徳 の 地と して 諸後抑先許の特権かあたえ 

らて いた。

場 水除誤く/よよ。ダ代)より は隣艦ﾡ契2 ﾡ第今まま に彩用『 

○納+に為ユ北込ﾡ y ・く大いに共功そはせにが 敵登内ﾡっ 

z* c途内統. *izつづく 封建制。再緬成 ない ・ は取奴制再建9 式
e. 平ャ的な体M銀催9一○欧央ﾡは*サうべさ りのごは&かっ/た.

式加増くみ求つ他系YLく」 ※くの生汚は爆及に食習み伏危に強会ま 

とヵ刑ル生&. Kﾡ上的のぶ会上ペ。資全ﾡ2たにめに生A2逃強ぐ力ら 

Jxら充項 ﾡ入ろ増加、れしﾡ段のﾡ的え浜。ﾡ酒分化%すす

めた。
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(2) uo有. 利用形播

-領に並せ封井辻制1ガ け力uずの t っ仕は. 式ﾡを人ﾡすヶ目せさ 

A#し. 求系Y しく の後來史度& 波幣でせ牧がたMの腮料源として補助的 

c*々本用林ヒ しく○念べ強かったが北ﾡではﾡ助的な負 

におけわ浪用林と しくくてはなくﾡ会たわ 用材林と して 消途ていた J 
冰別用の内及び取用林としてか、. 用材ヒしてか○何ぐろ»うY. u 
○m有形態および通○状亀は, そ○ままふらﾡﾡに対たし そ○おﾡ 

を本殺す クい②で, %共 同体9 4共的映4 よって ﾡ納 で くいろも8 
ぐろみ

北山判におけろ山の有状ﾡ々み力x. I当初期より山はす ぐ 

有化*て\た ことがうかがえろ

しかし こ◇よ うな山林○ﾡ ﾡの状危«ﾡ代○権状Y共にﾡ&し 

ﾡ決地に よわヤ共糸ﾡ的始休制の強化、再崎納のさ状に考旅ﾡに全 

みと, 山のﾡﾡの公ﾡが力らりて くみ. 0 / みん. 天ﾡﾡ収のﾡ 

化によっくその偽承ヒして小ﾡら有のu旅の白入 求 え項久増知し 

たのく力ろケ 他力借祭承のーア験化Y 3係入年にこの地力な力そっ 

たﾡ償zよみ と2み%大でろ
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「吉野林業論 を お ぐる請問足」

半田良-

964. 丨

( pp 26～32 )
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〔I］はじめIに
① ¥田後②論*な貴いくい»ものは」 「自ず状米砕」に対26つ% 

教9調示Y. 玄井論メく「も呼体条○ﾡ及が造」)そ対象にヒり <◇2 
井論○型解Y こ.に対すク残よかのアンチテーゼのﾡ示/によって, 氏の 

「き研林*綿」 tナわ意よさよリー骨明4にしよう いん太にっろと 

・えよう.

rもﾡ林系命」Iz対ナン*昭ら○%&は. 氏が「■野林A の歷史および 

乳以にWする炎にふ4えく なんらか 9 論理的な解釈ないしま艰 -勺" 

こx4 いみす»」Yムべくyら 2なから .こ名よなとろこと欠でろ.

② v :»*. 戦ﾡ戦般にけ々も呼よ案崎研究の視のいにつ 

<.*m&は*○ごく場四さくい». まず.殺和にナけろるの祝門は 

・ もケPパ ・求も の 九川し系地 ◇と"うとこ今か ら.化ゥxろ " 

すり後越住 •特殊性 を爲淌する楹何が うか、がP夕」太力2。、儿 ウ

» *4昭来J。4がゆからは, 上述した腰前のそい対限的な親献

xptr 日本ヌネ土歳発区oせR° -報としく○か糸の書パ父ﾡA 
M次きず茶のうらにも天染しくやとへるか」と"うさ"22: バ 

». 教Rはこ○叙日ムらのえベすす"ら しか#「: 字う? 

い っ かの解極的な 解釈央表 にくミた」とべゅくドタ・

③ そLて *qaはこら夕く②研みキから受井会®「も"がチ 

o%承ルj々本げら. ※井&らが「崎令.「チ教の新『しい*#かを基署

消しながら 力、小 わ也説〔寺 舜林浆 e 先展週猛く パすみこまぐ今 

う○並切〕に対しく.いくつか、○殺み"大岡をﾡﾡし 段自好のぷ校的 

xﾡ秋な扱人して対らxと. ヒりpけ逃外倫メ系入の"小はﾡ地条 

忆対する通説。浜リ も正 し. *の太Wべ他み先出系地にり共置しく* 

らあか太早求充具にはか、ならこY% ziした。」 この「梢地床朱の
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性ﾡﾡそに河すろ安井氏の分は. めく精欲かつ明快ぐろク. 巧結 

系わりはき狩株条論* メセ ・乙考2ふく礼先4光の林系一ﾡ理給 

に尽ら し < 解すク埼絡%えた とって よ」と価 . なおか?「も 

労林衆掃と し くの香期的な労作」ぐみろと/たたえられた.

@ ¥函らなかくのごYく届*, かつたたえらた生井氏のえに 

対し. W らに半田氏ﾡら殺糸8のアンチチーゼを次示さ九たこの始えから. 

私は. 「吉野休糸論」に取ﾡくいわ半田B今ﾡ越性Y共剣さ%条ね 

みことがでさた そしてこのことのゆえに. 半田段②為スは, ﾡた。共 

研の-月と して もず林業研に直ﾡさせらく いク自すに. 乡く 0 点、 

て費負な示な与えくいた たいた。

© *田み○給○ル解は. まず, はしべさ報分においく, *I将介 

した ごと く.「きﾡ林系線」Izパすあ救着から徴検. 現&にそ»8先○糸治 

と祝ﾡ. ならびIにら②論広をﾡ汁氏ら論にﾡ ってす すめ2々そネ/ 

のち. 次に, 段は. こ○論○ﾡ鈴○る来で「もず林系の次とそつ始依 

の就」な行なわた *田らのw○ネ論は. ﾡ井ﾡの価Yての 

論に対す クアンチテー ビの叔示にﾡす 々もの ぐろン.

© ところで, は. 半u&のw大から. 肉o「もず業命」そ型解す 

わ手意り な得て そな私の研視ﾡﾡ衆②念方 zさせて いたたさたいY 
考えていろ しれべって. 以不ﾡなう接型は」 氏の命述らうち上した本 

・ ◇

ﾡに相当す々ﾡ分に太為々令せてゆきたい.

⑦ こ○ネに当すとﾡ分. なかんずく 数井崎に対すアッチテー 

ゼは.大すると次②3烈よりなっくいみ. ナなち. そ今/なは, 

「枚浜的ﾡ林条」○欠生Iﾡすク受井ん○4ﾡ対 し<. 条ス歳「メ 

段的ﾡ林示』○推格のﾡ系. 内の林地はるはに対外ﾡネっ永に余が* 

てゅく」動においくﾡﾡになク「汽太の性ね」/ﾡして. ﾡ3々は. こ

・ ー27-
九らﾡ/ ﾡ2想○方熟につイいて「株地な糸映した対外本が.はと 

<命期的自人○社格な系えく いた - ・はむ し力 とうゼんとしく明冷ほ 

○般岡話超○なかぐ産業式本へのる供なとげろ ことがま った く &かったか 

uいう」r 者ず林衆○負本まﾡ化○杯価」ﾡして てろ.

[2] 「いルカ F核段的A林糸』について」

① *m&は. ず「裁氏的食ネ城」は网 す ろ 立井久 の 命組を装打 W 

いx. すならち「きず地うではやPクが卜の大山林地きべ形然

»ixに」す ぐ忆得川中期<高原のばあいは串原ネ间)から武肘山の分 

解-個人所持化か值仟 していた.」 そしく「こo解は」 光みたら" 

»燃%めY対たして巡&し.」 「*らに分解べ雌むと地発士ﾡへ" 

なあわけに.そ○ヤ月の通通く」及ら町小僧光林永出災すろ.」「', 

してヤか,こ巩ら浪氏的用林条0挫折のラえに林也•立木の対小流版

一 大山林地主 ○形べ行 すろ.」
② 半田&は. 次に.こ○数井み○本段的角水未の父生にパす®賞 

も予妹求輪研兄に登我なﾡ組な妖域*たYしく.「、»にユ入っ/検が% 

¥32は〜いか」とべ.以 冷命蚓由 し く・ 半田氏目m瑜

太なﾡ示さて\力

*回gよ扱示しょうと*た念回は,-つには. 史井氏が提むれた 

「本氏的角妹系よ冷&した」といクこと2合るそ染ず々*えにばち! 

は,歳氏的合林系ゆ米令をれ確にすみことくろリ,°/?は,「が受" 

―抹察が存在したヒいシ,砍幺みとめ〜忆しても'」いまー展「秘誕済 

*○立総ん。」そ○王ﾡ冬今すルめ我べカゃとミた会ぐ力?パ,

③ *田6は 上し念因つうち. ﾡAの同ﾡ.すなh本段約ﾡ 

条。尿んな e ﾡ坂 こ し くの救ほﾡ土地/ﾡ にメ々 力さ. さtしく 条泉%
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物によっ くなわと産物小ﾡヨ生ほ』と穴さく いな

そして. キ百&はこの概令条2ふまえて. 安井良がき秀においくその 

各&冬ﾡさたﾡ氏的角林糸ついく, 「た c えば生産物販の和なt 
く. ﾡ欧は共ﾡ体的始沢係/2制約さわ とYはなかっか、」とﾡいかけ» 

とともに 「ﾡ太く まで木力のﾡﾡはガ/ﾡゐしくいたようて恐り

わ。かか々流通領ﾡ、下Iに力って. 個々の核段な自古なﾡ品生&%及用し 

えたのヘビっか.株の余地は4いﾡろうか」Y. この吹内に対すと半日 

ら.自路の兄解をﾡ系さてい之. .

@ 次に. 検者○同ﾡ. ナなわち救区的ﾡ系○倉&々ま表すみんゅに 

淡委な旅糸体済央的祝人からのにﾡしく. 半m&.は. ﾡ段的状糸夕 

「どの授及まで進彦していたかという こ z」○解げこ*1でろろY, x 
体的にﾡAな扱火さハ/に. らにつうけてキm&は. この扱よし/点%者 

2すクる味から「表試的米の前扱/に之枚氏的土地有そのるのが. 分 

/ "おっ さ』だったのではろろまいか」ヒ 内P .
この向なみけらたﾡﾡにキ田&は. 次 ごと さ城向な もたくい». 

すなりち. 表井氏が承げらてい2 ごvく ・ﾡﾡﾡでは「ユ木ﾡりなA込 

z6マ化 し. 地えﾡ氏なら で ら I村外者へY していくケー スがチい」 

べ. 「この現条は, 枚段○逆ﾡ府有怠数なま友十分にﾡ線すクまえっ役 

そ ナで«いわけク『枚氏的角林糸』な椎して し4っんこと% も○が/ 

と. とは釈でさないだクうか.」 奏すクに. 半u&はここぐのﾡﾡ2対 

しく 「木年象た項らﾡルク役ﾡY土地っ さたﾡ○現わあ保他Yo,
ひ分ﾡの及受つ差こそが, ここぐはセﾡなぐ»ク」Y. Ao児帝 

zﾡ示*て いス

[3] 「『対外ﾡ本』の性ﾡなめぐって」

① 「F枚氏的角林条』○接の総系 対内の林地はるぬに対外式太の千 

2糸てけく. そこぐ同ﾡにな方のは. こ»の共本の性くろろ.」 

② 半田&は. 安井氏が調冷初ﾡのとみまぐのいけ»外入状地主 

○性ﾡセ「前期約ﾡ人 ・ 新生地主 とﾡ-ﾡﾡはい2 めので力»」と 記を 

しなこ zzついては, 「飛論的てはまったくし"」とﾡ価さていろ.

③ しか、し4がら.キuはは上②にひきっづいく こ今大山旅地主ら 

#WIWtて」 次の糸々同沼/ミに.すなルb. 数オケ命ぐとり上 

げら巩 て いみ真本正 囂の 初期訳帼忆 おいて ではなく,「明冷以役においく 

*のルら [ポ外ﾡ本の中から〕資太主的な後移人な及しえたかどうか」 

: らいえば「oヒ しくポト負。いっく0. いかなク系川スす夕も2 
次主体でちったか s ら Icにちいっく味す々ぬ会があろう 』と "クがで

@ 氏は、上広の分析なす すめろに除し く 必强な 各理共 小沢本の 区分 も, 

次。 ごY くﾡ示*た。

i) 「木ガ○及 ・ 決送過度を山城に辛艦しにひスネ材高への介"」

a)「太の政旧屈«央のし.ﾡべメネとしくもﾡ能しく"た大除ポ 

歌u%中Y すクポﾡ的岡昼資ネ」

) 「木が○高否化には営報ノッせず, こヒペっ今今メネ®含ポ

した門人」

のポネ◇ろY. 「状糸ﾡの除撃からうく とくにﾡ多4°はむカネ炉 

活へ○&問盟足で»ろう」y&◇余がﾡ人を明示 く"タ.

なお, こo8○余杯税Aの"み。双契になった8っ-?としく」 「和 

糸& ・大段門愛 • 博ん岡&ついず%ベ・ 山えみ元争なすクほど 

強、メ部力な めち えムった」: と %ﾡらか、に*たか日学久○m線さ



-30-

承げく \ 々。

[4] 「き務求系式本主段化の価なめぐっ < J
① 殺役に.「林地な糸承した外ﾡ木が.はじめﾡ期的め人の性% 

ﾡえていこ とはむしろ v うぜんヒ しく. W冷以ﾡの及ﾡ通圧のな公くﾡ 

条式本へ○友ﾡ% ヒげあこYがまったく なか ったのか.」 ナな々り「現 

○きﾡ条の性ﾡ凝にるWすろ J きず林業っ共本ま救化のﾡそぐ 

って同図%祝ﾡさん. ・

② 上の○円ﾡ扱ﾡすなち 「明冷検大山林じ主ばしないに催光 

保姿型しくm有地を抜入し また常状事米を強化しくい»」ﾡ係な. 名 

ﾡ&は. 「代的な頬本 = 産系太として の成類ヒはいえない」とみく 

おらみ。その型古として. 井氏は, スのス々を承げくいと.

i) 「業的ﾡ衆効納為がな広立していたYはいえ. ﾡは制救印 

○浜*にAﾡすみキに従ゐし. ﾡ途秩々そぬけな こヒは田資ぐ 

» った. J
ii) 「山林世玄はたんなみ立木/分の氏階に とどまる1 9 みタ く, 依ム 

ﾡ材なごﾡ校的な経老活物な行なりなか?た J
③ この名井齢に対し,*田みは段為か、Iにやたっくアンチーゼそ浜 

k*く い2.
aず ﾡ/②型理古く○-i)Iついて. 次のごYくﾡ*くいめ.

「MキYえ旅業 ﾡ効方Y ○周 は. 条 分的 火配阅係 ■能主力、柞网係 り 申 

美として なを しな い. またﾡふ 上 み共ﾡ体的規制 といってめ, ﾡの物 

ﾡﾡ式盤は体をせず めはで残洋として 今ね味しかめ力えない. その明冷 

以来)"上れ内の耕戒向感ほ念飲 に 能少 し. 枚米そ氷糸 した薄黑的林条男飢

者gべ増大し くい%.双導は"はリ 自ヨ良物台のﾡ隣と しく次えら
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ろべさてY方えみ。 そしてこらﾡ分物方べム丸に存在すとところ そこ 

/zは資ネ納的な生産岡係公成立しくいクY解釈しく よなろう 」

次に. *u6は笠井改○かげらたﾡ2の古く②一i)にっいて 上 

だの徐だけぐは「共本M的生震係○各るに直杉/建す とめの ぐ4 <. 
いゅゅあ大u地担 じたいが近代的企業経莒 と しく ﾡ品 しく けく太登をる 

えくいルか、ビラム.ルやう災円に対す々ﾡ意にほかならない. こみ*の 

ylarは. ぬA矢&K的公糸は定。イく - ジを どの よク忆形成 し て じ2ク 

ょ。て とうビん系なってくク」ヒ座べら九以で.キﾡ段はミ?祝門 

Iz対してﾡﾡ的な徴及。tとぐ又解そ明系 れた.

4ず致初.この投泊*用く たxにい»メルクール名.「ヌネべ能係 

»つ砲係的な生Aめ○ために人ﾡ力よどめ的催«を当父電☆ し " 

るか」○点に水める こ %明らかにミな.

Lて. このメルフマール®bとで. βは. 一—好一' 

さ。性お次Y ※簡すさ &委ネ件々検? *»ととbに.今ゼS ず 

けク抓来絡すの風知てっ、、く,次の:ヒ く その解を明介*た.う 

ち「カ、から人的物的紐織の確立の2,他 ﾡを今放ゆ門くはゆサ? 

マ%すに内セすらことベ不"メでろクう.その意休で安井説のよう合

Sx。zy ッすす»uぬ有有はがいしく並ペ的公糸後る今翌勢色 

ﾡいえな しいしながらゆ戦○4やとしく.う北ポ糸をはしやしな入 

凝有者は%W門幺レだい。と、質続』响小、ハクバ、 

p。 した小。く 笠井氏か理解すみよ" 企栄修岩忆いをい内を* 

いっ○なuなか»うか。・う69.h卜Pハ"a/ 双も よ 企果製名 

んにる資名元会にそなえくな»Yは方え4や.」

@ この理由く 大u有老べ公染後巻たと式総«え会にくなえくやク. 

・はおえらない)として:キ田&は. 次ゥ2ふなげらくい»。
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1) 「一に彼守が来て巻手すみさいえ.旧糸の守及の制約々 

全2除しうクかどうか 疑ﾡが夕い. ﾡ条資本としく○ﾡﾡの方途か 

らいえ区. キは依k郷nに おい て はせいどい敷ﾡつ地仏にとビまり 

角置程のﾡ理総宅を中べヒすベさ ぐ力ろ う. しかし地主のﾡすろュ 

木の環いつけ やら下ﾡけ2よ っ < ﾡ期的消そえて さ 多くみu年 

ケ, そほご商撃Iに性ﾡそﾡ状しうみで»»うか」

i) 「ﾡニに. ﾡ考は生A老物の基科ﾡ分を担者すべミ布綿○労め倉る後 

しくいない. < こ ぐは総考内報においくﾡ木ﾡ物岡係Lﾡな形ぐ及 

四し. そのいみぐ共本が4K的茨点なてげあ契ﾡが次けていン.」 「な 

おこ○最に剛しく 附るすクY. 今求的日系かの着%メンベーY す 

み川上才決系物組令は条式本炎炎化○物向○ヒ で•いかなら&朝旳 

力針なうち女うべさ ぐ力うか. ﾡ備と○力向を椎ﾡしく現を○組合な 

企系ﾡﾡ色のみい虚合休と す みか. 力ゃいはﾡたの すがた②ままて. 

色合費のﾡ核会そみぐすため共ﾡ系な強化すクカ向* tクか.い 

か ヴィ ジョン %確条す ろこと 公奏 ぐ力ろう.」

・ 以上@ ②では. きﾡ条の本字炎化○軒価なめぐっく」 そな 

8条的にみらた空井m輸L. そIに対しく アンナチー ビそ扱払すろんた 

bぐ示*たれ半召&○解をﾡ理し .

目承ぐふた ごY く . さず株県2削す み共月研え ゝいく. 冬若的例面 

を也きするこ X になっ ていら私は, 上広②, ②ぐのらかに*れたﾡ井, 半 

函命から, 多くのﾡ名な示を クけた, Wえばそのうちの一つは 次 

のごヒミﾡ恐でんろ. すなわち. 条に「後宅」べ府在すみかるかそ断 

すと祝ﾡY し く, *田段がﾡ系された上ムのメルクマ -ルに全ﾡ的にﾡっ 

てさんい。 そしく. この柯用の g とで、,

i) ギ田&が旅系ておけわ「血代的公業段管」確立のたには. ﾡ林置 

ﾡに»えて「枚女ﾡな松営に内包すみこYベネスで力»か」(傍

点高木)ビクか。

i) またれ,系は」 そのような祝ﾡで北えらカー貫隊るく角ﾡﾡ 

Iにmえく似女型し度を含宅に内セすと)指的べみら必かビうか.

i, らまた ※縦老なそのよ>な祝ﾡぐ次えようとすク場令J
はどのよ う な殺能な来しくいとか。み々 ○後毛べ椎パす々力よ 

,マく例えば.一貴然客ﾡYそうでない場令ゝ. 山年○核ﾡがどっ

ようそ系なみか.
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[I] は E め に

① 現社. き呼条に岡すと共月がえのサて. ﾡ答的長を担当す2こ 

とに4ったにとっては この対内らのﾡ務べ 林業電を研え者としく2 
6②祝角からも糸さ次えらく いク89 ぐカみだけに, この執ﾡから 

夕多o身な示余* うけた.

② 木崎務一貫していあは 氏の分析視角からみた吉野林泰の友 

) っっ力»側ﾡ u. 発んごﾡらすiにとどまっくいあﾡ命○ﾡ女くカろどい 

えよう。

③ このﾡ女な, &は. これま で、吉 野林米の将色 とし て寿甲ら 凡て い 3 

「借地ﾡ制及」. 「u制及」. 「ﾡ丸生た」②ラ側書人らﾡな っ ていろ. 

ス下. な役め. 氏の論広をﾡﾡしくけたい。

[2] 「僧地林制のくえ」 .

① ます. 殺検. M上片ぐみらY/段つか、の14な球げく対ら». 才

なわb.
i) 「地○光式ケかなり力みようそ»が *らはかっく付地妹ぐ力 

った X - ら% 不の*い/Z対外貴ネ象にた呉すという形く福述人 

後から報たの々逆(2対氏べ受いベす と い ク 著例べ夕い.」

i) rﾡ時しは※って対氏のなかに太材糸々魚。一領の有力4142
ょ う に. 自分で場ル らけ月力名# っ/人べか4 りくミくいう.

iii) 「対外の火士抹的有若 として 氏 かってのようにもずく2系はをペ

ﾡMでな< なっく い»こ»つほかに. ﾡべの枚地秋ﾡ9彩署も方 っく

• 大uぬ相為Iに対す»せ線の糸化ヒか減会とくに相統就の週1なY6m 
, わっ<. 株析の北人にはﾡﾡ納にをっくおリ. A件3&い"を次ﾡ 

z手ﾡしていくょう な%配が»力ようにみうけら力。」
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© 沢に. 大内氏はこれらの考仲から. 「僧地林制及」の将永ついく 

ﾡ望 さて\ すなわち 「不江ﾡ Iz はz内資産条へ ② 土地央中が 

雀む可能性べろり そう ぐろぁ. あ力いは,人ﾡよりはっかにぎいﾡ代ぐ。 

対氏が不&光主ら土地IZ2林す みとい う, こ ぐの催光とは会く堂4 
ことか行わみようになわかもしない。 そこまぐいかなくYも, いま渋 

って いみ僧地林<夕く は部琢有也幺対際 と していろ >の戯林倉水対介永ネ 

条よ り地え式准系にさ り かえらみ こ と zなみかめ しい. いずし 

てる. いままての形の僧地林べ線活す々又はやようぐろみ. とiかく. 

形の上 そは賀太受段的 な旅業 Yみらあ 階也林制度か,封建 時代 に交展 し, 

ﾡ本主政の発及ヒ と る 2哀政して いろの は興味ある現象で •あみ,」

[3]「き界林糸の担い千ヒしてのu年」 '

① 山u材くﾡ及)のるつ核能な明めかにすろたれめ: まず武初. その矢た 

%紹介さていク。 すなりち.

1) 「u午はu林の係撲、着祝は«ヒり. ﾡど株. とさには敗たq 
まぐる山林ﾡ者/に代っく担当 しくいめ. しながっ く 山守忆ば信用。お 

けク気A へ後糸偽えた人が以ばくい2.」

i) 「J○報酬はふつう 時に立木価のよ分という こヒえなってい 

あが 木新来を 服ねて い う人が乡 いの ぐ. 余材生震ぐの利会ケそに々 

えめめ.」

hi) 「このように力木元価 の多いほ ど 山守の 火入も 夕 く な2o ぐ. ﾡ他o 
ﾡい立糸な旅な作り かつ そy 有にﾡたク こてゲ山ぬ有Aの 

みならず1キのみ益/ %な々のぐ 3,千はu代号Iに対しく求考送っく 

すことI42.」
iy) 「+た川上対で山,ﾡﾡの系ﾡさべ多いのぐ。 そらの人止に4
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m名aビてu仕報につけクように庫息して力り 地え段にと って%4 
制&は危問召○大 安えのんめ大さ な扱利な系しくい. ・

② このゃ系.大内&はオ制べの系す救ﾡな. 「土地生た力の増大( 

上対ではの大ﾡ分が不を地主のいので力みにかかゆ ら す〕,地元友 

のﾡ用置○増大と交会のため大、ム効系そ力げていク」と. 業的く 

いみ,

③ 大内&は. u才M及の系す概能に/して. ミら/に登ス「出 

病老ヒ 山令の利点力'•_次すみ忆し エム 枚不京*の効系の性間ヒ"う額で 

はのチし4一致しないヒいう点」に ※千のﾡ隠べ力ろど. ※2ごと 

<普*んていろ. なpb「ネ条く着と しくは択でしな費木名 

殺6効示的に歴用しく ぐさ»/け多くの河をろずみことな鑑もゆツ 

々tL<は共木Aﾡにはﾡ最岡係ケない°く/。え買本9効人は. -, 

も -夕a線っ u妹から ぐ*» けチ くの畑収入 く ネを判«へゝ色 あ ず 

»こY々優むみ、らぐろ», ナaいち ふネをととくは永ネらきタカ9パさ 

を望むら え L istt: A土ル生た力ろ向上を姿しとミうら うぐろ々 ・ 

く粉&>.

④山舟制度の首っ修能义まとめの意味で「ホQ戏S山抹後彩級 

織.」Y. 商系にして強切な系ﾡのめとぐ次示さくいろ・

・ *に.こ○&○料求の承優々,で名のこヒく"らかミゞク・ 

す4いち.>制陵は,「土揪汉源。合理的利用ハラ围氏処流的”场 

»らなて%. 地え段○復刑費つ州大とうえヒい ク 山村後ﾡのユ場からみS 
t.-夕e uみら そさ»にけすくの飲入必感件 す力といク 水般近4登 

からみてい救多くのAなおついのと恐ゆんから今やの川上対の出か 

り割笈形態用火もな度化がない限り永級す当制反ぐみらう」
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[4] 「生産 目棵の灰化 と森林りを条力 度」 1二箒

① 「生産材刑途の求化〔ポ上りﾡ系汎材へ〕が 山林切球ガ闵 2 ゼ 
○+う な交化そ今えて いよ か、をみみめが今日の板察の一つで目的ぐあ っ/, 

しか し この次化ははじめ予想していたほどはまば現pく いなかった.」

② 「このように&材べえからﾡ衆材に戻ったれにるかかりらず。能 

祭力法②烈化べ意外少いのはどう しててカクうか.」 この理市としく. 

次② ヲ々を承げて おらあ

• 「ﾡ/に方えらみのは伝鋭のカく»»。火根未○ﾡ林力法が一頼 

ータ (2次えらみめのてはないてろろ う.」

ii) 「ﾡ2に, 周途は&ってめ. やはり密挺,同依. ﾡ体期のﾡ系力法べ 

系場くろみY為えて いク人が夕い太があげめめ. 縁ぎRついて大な 

受能力な対つキは. ばしな よ うにぐ るだけ価値の高い抹W 作 っく 

Bられﾡ積のuから ぐさ みだけをくの収入〜あげ： ﾡら光えo人に 

力べくタくのﾡﾡの核会を与えたいて方えて やみよう ぐちみから ス 

う しな目的のためにはいままぐ通りの万法々ﾡけ»のが込ましけぐ 

»ス.」

i) 「ﾡ3z. ア 世界 一』とま で激負く仇た寺野牀語た対する自負外気将. 

力々いはﾡの代か ら②シカよって こま ぐ能* てさた※ し

な悪くすクような こYがが って は旭发忆 対して す ぎない とし、った削特 

などめ着く紛いてい»ように恐う.」

③ そして大内氏は,上掲した3つの理由/てっいく, *あに今な々 

っくいク。 ここぐ倉ﾡさていみ人は. 次のよ点ぐある. すなわあ. こ九 

ら3つの秀 く i. i, iii)は, ﾡ&に彩谷 し合って「施築方次の次化が 

ﾡ止さてきたものYﾡうが しかしこら はいずる永統的に及化なﾡ 

すクカはない。」 ネネ 「永統性○とﾡ条力な○基刈/ては 私有ぐ

-4l-
は*は りソロバンて糸み という余件を次かす こ とは ぐきる.

@ @9向邀,ミ ら忆遺及すみため. 「ﾡ糸材生たにミりかえられた死 

社おいて , ﾡめく条やなき"共党系をﾡけ々こX人系して よく ソロバン 

z条。&。 でおみか、ビうか城月Y しない」との枚ﾡを談け こバ対 して 

次の炎っかの祝ﾡからﾡ:く\ク,すなわ力 i)桜井市埼にナけク 

きﾡ座太Ymﾡ&九太のA為を,テ 糸通ﾡ剛の欠をﾡ対方汝のス化 

)zと& なうも呼光力 たお•け み地川的た他住 の後退■,市)と林ﾡ糸の向ﾡ 

,陸4倍値成&条ユ～3ォ tラ水み2条なべ次の効系ﾡ星刑に2ば 

#照.v) 協遺○他系大費に土&*あえﾡ太®将ネにナけ2商委況

通し.

[5] 「u林殺老Y対の生ﾡ」 、、

① 本崎ﾡつ我像Iに, 大内&は個別殺者について2拠思水かタ「-ヨ 

え外ら大A こふうそぁ iiっく ゐ熱べら及と心らき力永ら 

らiもらょうそ»». た Y えは冗価した憎理紙織をも" 家ヒノクでな 

い〃東とぐはかを リ宾ら」怠工 ﾡ期*くいみくめメ命ネ).

② 大内6が調*n/ ヒく,山行A の旅系段考 にダ しくとりが 

ら戸物というも○は番一やでは"く.&術方の方かくじ2た的 ・ 

活めお上び隊念的論ﾡ悔/よっくな»○ぐ»めから 眦相假から,私 

は, 私欠余役き呼地力にいく食老四会を4 う 係は 粛隆対象老 ° Y 
らめ く株条段るに対しくゝ*」ペ別に久つぺかや4分ももおけ上 

ネギYo/r宿各よ状系隊移に対しくゝくいクWべ・ﾡﾡ パペ 

xxく ゅくぬ裂べ»あというなについくメ14ネ象々 クけ/た.

③ 妹茶段行のすすめ効山のでﾡﾡしたにごビﾡいべ々»が しか 

この地では「ふつう。 u月 x は契 っく 系ん卜に 住らしい件ﾡがべ4 へ .
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字会*も山仕ﾡからの入て項って いわみ+人の氏の生活は.川上がス 

万一千町歩名ちめろ外ゐ大をのや リ カな何てか、め、っ て いろ キに し 

く当対には山者制及べ逢しく\クハら 対氏つﾡたくすクようがぐ 

"力のわみのなろとくいど加制すわ ことがでクべ. キ とても次 

用人そう, 心さこらら注きようう 各う台身ら生るならはな 

ら な ふか ら. ﾡ高 は 山 林所 行為 あうえ力 らみ 生ラ を ミあここに 

な2 J くゆ々冷木)

なお. この指の中においくめ. u林段考とらら生活っ周に扱つ 

○検能 の1委な一例町. いいかえみY1キ城能のもつ 系性が飛ミ y (お 

リ. ﾡﾡしてはならない太だY方えて\ろ

-43-

「大山林地主の成立 一商人直 

本による 山林月 の成立過ﾡ - J

阿 部 正昭 著

1962.12

日本林業調査会刊

( 299pp.)
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[I]は しがミ

① 林糸ﾡ済研会43早4月ﾡ会において, 本者な中べとしたず熱会 

m催:. そ○係 ※者○両領久ならびにコメンメーつ常井. 誉足面氏 

zよって.本者○紹介行なわ. かっその内意べ会ﾡ兄会会報ゐ42 
(4y年よ月)に将*、/, また段は さに妹永級済タノフス 

( 43年7月 )ぬ上にナいく. 本寺の曙笄区疗な上れた。

② *については、 ②○ごYくﾡにﾡ夕の紹介がなPくい»べ.

*に%将らす 永がここぐ本をを岡介する念図は き野に周す々共 

門研究のための系備の-時材セ して 本考の課ﾡすル。「大山地主内 

ﾡ○段済犬的分』」べ.やル々たﾡ球系地なかんすく きず旅系光にナい 

< ど。 よう にす ナめらくいみかな招»ため. 本者ハら そ Iに比表な祐申 

Aな構し. 再整運しよクとす2ものにほかならなや.

&s.木相○委日水を将げ»Y次○ことくく».

ﾡIﾡ合 論

弁Iﾡ 木者のぷ飛Y研兄効

究2師林野向松の特微

条 2 算 明治前期の林野制度ヒ冰条生/生

発 ・ ﾡ 冷初母の休労制及

す2q 炉呼営ら有&かの気ﾡ通ﾡ

ﾡ3m 株法果衆山入なめくん#

34 ※糸系の分電闘近

ダ ﾡ 調% M早にナウ» 系 生角 の 光城性

ﾡ2m 表、状不大みA成階にけろ水ず用とA
テ3m 明治 中期 以降 にけ2 旅求 生件 o 地城的 維ﾡ

ぽ4章 大山地炎の諾ﾡﾡ
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デﾡ 旅ず私的旬の-糸的検試

2町 送斂的山林地主

※3前 高人的1林芝炎

条4ﾡ 特福的林地生

5歯 ﾡ太制大会系によ々u水府有

5年 大u地生み成立通ﾡ-向人共ネによク1福 M三 

1系に給 土井条のポ例

分 I 断 系木期のた物的番化の欠段Yﾡﾡ的糸隊老およが主 

的林奈経巻

ﾡ2帆 土井条の旅糸週経

6条 大ﾡ主成血通ﾡ一的人ﾡ本/によみ有 (2) 
系山飛ﾡ本町・ 矢倉条○*例

^ I 现 系太ﾡ紀州商術2 け あ 林衆 生度 と u林m有の#ﾡ

ダ 2前 和保系魚 面ﾡ去/でにおけ々明初承の林糸生Aと旅

ﾡ府有 ^

子3前 欠念条の糸小ﾡﾡ

4部 网 冷期 ルおサみ 山林地主•の』普 一※系ら次※とﾡへ的 

u株地主 く 夕急 然木 ) e ヴ及

姿 7手 1地まのゅムﾡﾡ一ﾡ人ﾡキ"よち来篇 (3)相 

函x入そ 松電条の執例

Im 入ﾡ川流城におけと株ﾡ欠及

2m 商人 と して •松野象 の若女 Y 父第晉必

条3師 松ず条のu 条承通ﾡ

4ﾡ 天能川流すな らけを J地主ら形皮

[I] 本者の課ﾡと研%う法

① 本春の触は. 「u地峯とは. いかなと性なもっていたか、? 

ごの」うな性ﾡ②P央ネ』が1有に状ぜらたのか ? 商人よ2u
糸の遥雇は ど②ようにめらたのか」冬ﾡらかにすろこ と Iz力か 

てい力くPス/)。-

② 分○月ふ%た山未地に当く2場令 こり 經は火の ご、く.曲 

を丸力. オなpちr そこでは. ﾡ条の比ﾡべミわめく似や小表の潮類的

次糸介段べ, 新※段光。ネ 生&のめ今小及段の7 的な林条小ほ 

巻 ベ. 新水ﾡた "ネ 生虐のためっ 小浜状 槍林術物そ 老 は じめ/ ポ央 

2いっ。くいた. このよクなﾡ系的な小段考べ塚減した土娘2シえに しば 

しば商人べ地主として生xぐん.このほほぐ.小後段の-帆は土地か 

ら初ﾡさ.他う. 木材流スはルま*かへ○キによっくではろ『高3a 
2 して 一級的に派ﾡしはじめク凶人性な めった.

こゅ会勝艦おい < " 資*』が roょ う にﾡ絶 し. " 土ルM行』な自 2 
z強令的な形ﾡにかえくなった②か。ﾡ人が山並主化す々又休的4め血 

はどの上うなるのぐ力った○か.」くパふ)

③ 本をでは.次の研免み*よっく 上送し た研究 課腮忆接近しょ う 

い*て\».すなゆち」 「○uﾡルま形及の基共固ﾡヒしくっ代及 

z, 妹&物部マ化今充Y意系・な系○かﾡ, とラス制合から検すめ. 

このス側面から みた 公洪 発展の 佚階が ,調途々49 土ル納夕内業Yず 

有推0软X汽どのよラな影響を与えたか％みみ,

o っ い *大u地 ○比幸②め地数のうb,もくから9 決糸光烈 で o 
私済ﾡAと山林ま○土地兵込ら公析名 から な り,とく に個列い決地キべ 

土地系ﾡにﾡけた央府の省ぷ%"にしたﾡ済もY 土地糸映へ協ﾡ % 条 

ﾡ的に明らかてしたのあ, 旅総者っな系したい.」(PP24〜ス7)
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[2] 「W冷ﾡ期の旅野制及Y林泉生艦」く栄2全) 、

① 系24では. 「ﾡ冷初年2災ﾡ、/れ『"営段行る分』%中Y 
す々林ﾡM及上の始向Kセ 明治や番にけと土地及及Yの岡違 » 

よ び株条 Iz ナけ 2 ﾡぁ 生色 o 発及の光球性 というﾡから 明らか Jく 

いカ(Pフ). -

© ﾡ2全おけあ分山は 7) 四治初承○林野制&i) 林野名次有 

2分, i)系林法ﾡ系. ○3叶太ついくすすッらくいみ.

とこっで. 百系にべたごヒ*本者の義的亀図からいって. 私は. ネ年 

において はヒ <I. そ。 う あ○テ/けあ次の2に注目 し/い. 4 
なhb, ﾡ冷初年○『制点○情にWしては 一糸物には「ス行A2 
取扱力 はﾡ 巨有 &分メ高 (z はなお 全命例I ﾡえしくはいなかっれXﾡり 

れる. その%ら対すク採税め確炎Iにはおこをわなかった.」(P 
タ) しか、し化. 「ﾡ岡飛メ急川ﾡめ. 三ﾡ系から次山系ほかけく 

のfこ伊 ¥島 物句地城ぺ余及系き 呼地う. そ o 他の氏A糸の力世地ポでは 

旧本ﾡべ状産物に対す々流通球税く公▽叙ヒ*ばて いク)は力っく 

め. 林地そらめ今ひ対すろﾡ税は行ないない令べ夕かった. し久も条 

風的/て は,株た物の8予化つ飛及な林介にしく. 呼今永有化が鑑ﾡしく 

いた. そして このような地坂ではu林行のﾡ高とめくとか乳な7 
初子わらためく 「宮○ひのハ」 「ほのも②か」てやう形なとっく対ム 

とこと はほとん どお こ り えなか っ /z.」( P 3夕～ ラ >

[3] 「ﾡ休系の分整号ね」く 39>
① 3全では. 「明冷年の地ﾡ政Yずの宮ら行こかがもたらし 

u/有ら以性か そぞの光っ式系 ・条の先及なぜの狂&A 
ﾡしていれのかヒいう太」(Pss)of帆z 分解の主殺べおかくいみ
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© かは. j) 「明治初年2ナけわ糸生艦ら光城性」 清) 「ﾡ 

系未へﾡ役ﾡ Iおけ 力 状呼 消Y牛専生A」 ii) 「明お ヤ期 以係/ナ 

けク林衆生金の地城的植ﾡ」(z大別< いク.

③ 本者のﾡ約急図からいって. 本早におけと分析のうち 次の執太に 

注目しれい.

i) 「W冷四ﾡ系学位でみれ状&物史た総ﾡぷっ上仏 /◇系は. '果 

までが 伙南 林野比率 タク％ 以上. 系べみよス以上ヒ. いちじろしく 氏有 

ﾡ比ﾡみ高いﾡ飛で方 っれこヒ %Xす2-とが で 8 る. J<パタ/ 

当略, 糸郎系は氏有炉ず9"*ぐ, ﾡ&物生産総ぷ○上位算系の中 

z入っており. また. 木材生倉総価ぷヤにしカスギヒノキ生全ﾡ釈 

率尔？4% 以上忆及び,会回上44系に入っくいら. 及につ"てめキ

星敘の ウエ ィ ト は議 く. 未役々各。。. 高なビ上a今景ぐ 公留新 

産価ﾡ○3よ なしめくい/.

i) 林.物 生座給価傲り 上位 ス“果亿 つい,明泠後 隼〜/k 平 

のu林た買換及なみろ そのWべ2「ビっと も 商い來は条負ぐある。

祭攸 では•明治/4 年〜/» *期象ギく 氏冇林野“"〃 "「サ®千"

糸環A損加収は<4Hぐ たふについくいっヒひ剤い.ミらに2イ°° 

町rサ当 り 株&納 生産価歛 く 四 治 7 ネ)ぐ ぼ / 幺 ク, 円 X • .兔'つ 

ぐあさ%承してい»」くP/〜クフゝとやう炎像そ"らかバ ら 

%倉は こゅ条は○上にたっくネ&をはじ刑米ルﾡみ形及につ"く

のム々訓らかにさた すなヤち「つまり刑光ﾡでは山た受が 

-般化していたのに比く新 • ペ生地ては出た系令件う判令が夕 

なかっなことをRしくいよ>,余βみように出妹た及じダく<22°印 

冽林産物生座欣も タル"ことい, ことは "物ﾡにうくに余は飛は用

ギとしくでさ上っていたこ と*意味 2 り。 と,方えら ろ.」"若>
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なお. 山林光ﾡﾡ反は く/年円平均の頁山林火AY系内有泳総光ﾡ 

ﾡ○き分幸) X く天係/てﾡﾡ、/山ら滋火地光ﾡ魚Y央係の糸八会の 

ヒ)よ っく水めらて\ク.

iii) ii) で明らかにさﾡ治の初ﾡにすで/て形成*て\未な 

はじめとすろるﾡﾡ林光希の その役の搭» 若ぜは下ふのごヒく一表

にﾡ理し. 林系生た地ﾡ的巡及そ分*て\み 

ﾡ材ル帯 o務

ﾡﾡ名統表よ作応 (P /タ)

& 分
明治 34 年 開治 4/ 4 大工2

生ぶ ベメそ 主Aﾡ ネ、 
アメぞ A! 迪！m スメや

刑 祝
ラスズ ﾡ 円 尔 ラ 7
ク /2ス ス.ケ 2 //5 < 々ア

杉 ス/ 2.ス スラ / 24 夕 3
岡 材 4 ク? <2 ク? ス/2 2.7 ザ 24

1 彭 よ 4フ _ よ 4 l 24 スフ

用 材 42 /ス /ア r/ 4* 222
必 フ? <? 3 ァ 2み /“ み

城
n が ス/ス よ マ./ 42 イ, 々/ /? 7o 7

杉 /42 /? 2 4/ • 2よ ノ/ 8

カネ
用 2 才 4 ス 4, < タバ 8? 2夕

杉 4 ラ7 1 24 2 4 2.?

そして, この丞理表そし, 糸及系におけろ※生&み地め的ルな 

次のごとくうさぼリさくいあ. すなち 「明月冷初年から中期にかけて, 

すぐﾡ材生A地城と な っ くい2余食系では 材生た永登の人では 

明冷 34 年から入ス年2かけく, よ*の○びさ示しれ2す さない. 明冷
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ノゆら教では2。メ /zい減少帆向力 ったこ t/そ浅倉 してなこう. 

しか、し&ﾡぷAでみ. 生座敌星 @滅がね もか、かわらず, スにい増 

加dそネしていあ。 こ◇ようなﾡ和は木材ﾡﾡの前したような冷が・1旧 
未から の 用 力i 生A地 で西別 亿 作用 しんこ との 反 映だったとみく上いにカク」 

(P4) ^ : • 「:：

i) 本単の派根ノて かいて. 上ﾡな○がのﾡﾡY次幸ぐ光手み始 

規処な内飛zす そ我微について. 火の ごY く法べな おすんぐおられみ. 

すなち「以上スたよう. 明治期から的的初期化力、け, 刑状生A地 

ポとして旧未か、ら余食にペえく 三史. 次いぐ神岡 • g% どが力。い っく 

さてい». こらﾡﾡでは. 企御ぷの増大てともに 平均用财植—全 

函名大ﾡに上xっ <有なも9 tなっく "た. こ9地地くﾡ材る

する 妹系 ○ &べみ ら そ○4か ぐu地主べ成ュ世相 した で ろ 

っ ) 「-カ」 gﾡ・%子ぐは光入4から大ﾡ堀に旅全ﾡ新治.入& 

未年から即加期化力、けく は,とく cネよ生Aるサべに妹&物べべ題的にみ 

びてい み, このょ な発及は央道, 道路 の 普及に よろと こ»べ対さかった. 

この済期になって、未よりの地究的系始そ«ろん妹地まと 求段族休 

w 用をめぐ»矛ﾡ冬救化*せ»にいにった◇でろろ.」()

[4] 「大u地主の魂損製」くﾡ4ﾡ)
① 条の4では」 rそズ○地坂に改立した山妹地まの執型化」人 

なpxてい». すなh5. す「旅野極的用有 一歌的决計」2村 な 

い その埼eしLく「-般やペ向なるつ大加験決有Aはﾡ/余ぐか 

Lんこつようlz いく つっか②系なっに系ﾡY内% もっ,成立し'々 

く、るのそろッ. そのu林府布坂大の場性のﾡ徴2 ほば次。 4換型に分 ナ 

»ことがてきみ.
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I 光ﾡ的1地キ- しばしば旧小作制そ件っていク。

2 る人的u地主 - ﾡ業※物2もとづく書換なﾡ子2u糸ヤな 

行なっていろ

3 ﾡ的林地手 - 所治初全に官有林ずの払下げによみ辛族。 

吹ﾡによあ土地所宿 t してのR召そ6つ.

4 ﾡ木系的林地ま - ﾡ本ま必的大公系のJ林一女ﾡ林. 

パル会社なゞの派料価林な中と し <ヴ立

した林地炎」<P/8)
© 大u地主IZ岡すろ上広らん損処ら択示ななったのら. ス.る 

ﾡﾡにつ"て細な分桁をなってい%。と ころド. 以下ルカいくは. 本 

多的急図/2沿 っ て. こら うちとくに ﾡ人的J地主の換型っかI注 

目したい.

③ 着着ケ行なわた冷へﾡ1林光土の性ﾡ灰火についく,注目したい 

々そ.X不消よすろ

i) 前人的1林地土ら系強とその広長○基盤ついく 「ﾡ人的J 
林地 は • 大灰景 なu地ま ○なか ぐ林条 o ん た地ﾡ 成1 した- ﾡ的 

旅地主べその主※*な しくいあ. しばしば"u*。4 とか『旅系系。 

とばていろ こ○えの地 は. ヤ以で次の地域におい<林旅物の助 

弓 とパ 小救ﾡら すによってビ年 分的セ は行 いえたYいう, 地ﾡや なほ済 

○飛承をそのﾡ盤ヒしく成会し/.」<PP>
i) 高人的込林地まとﾡ木の性塔についく 「桜め〔あ人的』休地 

王 ｝のuﾡ入叔せらな央ﾡ。 Aは. ﾡ及のメはろふ殺の向糸 

物2よっくいた.... J (ド/“> 「ﾡ人的ム林地まにおいくは, カカ 

ﾡ期除旅兵然考に糸ヤL た湯合を 公め く 林栄区巻に対す»比1の番さ 

力がﾡﾡzより や まで 3で.みと協合力、タ く 質益承の方汝も単Iz流通品
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にのみ止らず。 隣にはPﾡネ4 と して生Aaz, aは許ヒ して はﾡ4 
ろﾡ貸的に世刑: り した. しか、し何人の場令なふくめ < め. ※2
すすんにﾡでのuへ状文は 単なみ地我取得 欢上JZ有別/Z土 わみ塔 

今が一般で力 っzヒ いい ク ろ.」(P./ア)

li) 内く的1、北土Y地的山地土の妥戸太2? いく・ 共通為 :

「山地生 tLて。 協承の系緒に 前求切% りって"カという 太ぐは

こ こていうﾡ人物J林地まと 地員的人ル2 うちのがらし く絶系し/に 

休地 と ぐ共ﾡす あ象% りっくいク.」(P/タ) 相受な ;「たたもっと 

もヌu »ムは.命為〔ﾡく的し主 1ベ小状らによ方休系みる 一旅帰 

○御n刑 —— o 上忆成立 っ くたつ/ス しく役合 ・ 秋主〕 

○場急は.小*Kに上ん個別ルず用メ立以ﾡ今土ルﾡ形ﾡとそみまま 

引!継いにと い こ と く力2.」<P/?)
③ *4では 「株条生産の震犬つか»*Yひ旅光まの段秀的規状」 

ユっ。電んら. ちmルがなと"上げ「W第期にナけ2能弥ネ件みま化

てい力.

小 牀衆城座の風郑ヒその城蟹の球殳<ケ/ルーバ」)

o 糸役飛○会用材 ほ働景(人メ生A倍ぶ )ゥうち き事邪? る か海合

は.明洽ん算."%("Q 3宜4"%«)"),明'冶 

y/よJ*(ラ3*) とほeI的にチいく8迫しく"力).

い このょうな株A物命る化8着しいﾡ大は "治2#から。針ク 

けてこのルろにナけ々ル付の刑内みを入ﾡにかえ/た。す4ちﾡ 

山の減少破岡た人工牀办増火がめyなに］ 同時に こof、っ^1
のdに»&x, <.林"神刑ルね 状術行形隠の浜化が上 

遊有の秒ﾡの汚流化% もたらした.
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しかしまた. 明治ケ4ら計4よみピ吉ずﾡでは. 当階私有 

総ﾡ油中 す4年生上②林命独べ 2夕X I2 8スど. その大那みがスを. 

ヒノキの人工造地でんっ/こYねめしク. こみこヒは. 明治,オス 

よリ少くYる /22年者 く /アせ紀この前キメﾡ )か、ら. この地力 ぐは. 

スギ, ヒノキな中べYすク人工とがく すすウらくいたこYなャ 

っている

c) この地力におけ々公ﾡ/ついくは. 人工芝比ﾡべﾡくかっそらう 

bです2早生上②スギ, ヒノキ ○人工島林ﾡﾡ比季め 高いてい う 

上したなﾡ休らﾡ令Yアﾡな事(そろ った。 この中Yヒ りに*らに 

注ﾡしれいﾡﾡは 公有力け々そのようなﾡ材が. き呼卜oと9 
公有林地めぐはほと しどらyないY さてや力 ふぐ力み。い 

っづき, この*/2アすク着着の分をﾡﾡしてみたい.

4) 上佐c)○革ﾡは. 川上などにスらろごYく"の行山く 

旧村)にﾡ L. 立木はユネーRり とう 納ﾡつさ ぐ外厚佐倉 よっ 

て有ぐれて々ﾡﾡ何林 = t場u上ぐ. いわゆカ「僧地』林系 

が省Aした ことてよ2る○ぐ力2.
o) Lかし. ユ木有と地優有為た々ヒ今ﾡには. 救っか○6乳べ 

生じた.けど%そ②合?によっく.ﾡ次ユ木有為の土ル解六=地 

銀行はﾡA*た.

x) く上のごヒさ林産納高る化の坂入. よ林ﾡ成の充央ナよめ力木行為 

○土 =光ﾡ有○が進などのﾡ執ﾡの及味よって. 所冷初品から 

中拗 门力、ケ く J林○た貫べみる <なク その話ﾡく旅光主は」 

&有を松大し てい った.

ii) uの た頁Y『営光』 条部及 ○系遣 ( P バ ～ /%)

z) 土世光.我金組中山林売貫金親の占めな比率は 考呼那ぐは.所治4
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以終 会ヤ期. らて会役判てか、けて増加ん和1そたどり. しかとで° 

項が, 乳な々土地のみでなく 立を今む もの ぐ力 った.

め 駅%般期. 专豬那 /て为けをえ地先 真件収は. ﾡ会体のスSダ・ まなキ 

光た式eぷのラフメに当っくがッ なかぐい"立木。『立ネ光当 

#』たKペは 求金ネ9アク％和て及ん ぐいた, のうち『並木23 
○たヌ矢 ・木 光a 売算9 % 社Aにな っくいク こと は.きず地力 

zけ»いル ・ » ・僧地』旅系訓次○表仏級岡 幺ホ して い ナ とあえ られ

i) u林地主の形政一川上にナけク分ポー (/P(ゲ～で 

の 山脈地主形或の烫戡氏 許へ*弟に料山に3々がSじ2
央月ﾡ妹が盤 4 ダ林野 o 伏用 あ会%中べとす必ゃP ば「光 上*-」を 丸却 

す»ことが. 植分け制及上 &亿普及 しれこと &*々

めw給○切4,川上A冷R地&についくみ»と はデ今大®今学- 

ﾡな有株ﾡで»り 土ルﾡ②番ぐは対= 領ヒやう形ず3 
aならz 林座物の商学化 0 いあ じわしい発康な群なっ , 法伙咼の分 

解けも ノしくすすんた. 同時忆まに ®パ®イ!2"

外流はいち t々しく すすんだ.

。,所途材4め派ル&でらた上の2人行の卜ﾡ*ペ門は明や 

期にか、けて-船強4っ/. すなルち"「杯1木メ県ﾡペクら今クも

Wsy』4Iには.オト○比やはり念24の"く%のタタヌメパパ" 

し -上内で冷旅る外な入ばタタ4夕-・パ2"2"^ 
のとんど会4べ綱なNに糸女していたこヒ中かろ,そしS 9 
北山 立木芹開 ○ 外上々へ"カじ々しく糸しくゃ夕 俠何 介 

い». しかこ その対卜上ペAく/4る)?う.ちず用"®/A 
xxc *- す,は 糸 役系平担領 なし飛外所行右ぐ力っ/.
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d) 上とc)のごとく, ネのほYんど/2クスベ外有ﾡのチカ 

っ a 高尿 ふ <は. 4 ふ氏ヒ外ム木m有為との向に 商故対% 生 

し.ﾡ次そのﾡし を増しくいっ. しかし その対ュ. ゆは 検A 
すなh ち才外立木が行方つ利客に8っ くﾡ央*てやった.

*のこヒは, 当許す ぐI, 有力"総的 • ※冷竹基ぬな e っくいたポ 

卜木行為ﾡべ ﾡ承&○共岡 休的祝納 な自てら 体制 下にﾡみ入ク 

ことに広力 し/た こ x z味す る

こうしく 対外込太行倉と光登所ﾡ為/み旧対 (&) と②向ら共ﾡ炉 

係は. 市為イニシャチィうのでぐの共に交ﾡした

e) 全物○奇ると*並行さみめに必奏とす々みmさく。 および小 

学校など公共状共ﾡのため/ど炎Yすクﾡ女網らため. るg. 
るは *の以妥総ﾡ%才外の 高人つ木行為 よ リ 利会的会融/ﾡっ 

た。. そしく. その係務•整理のため. か材. 4は. 『福u林な千水し 

て いった.

ど 入和ね山会に総ﾡしく,1株主ﾡ○ﾡ叙的利会ために児物なつう 

け く いた山林場ま。 上ﾡ は.ﾡ水系内の系行力Aに上ﾡ L くいった,

子) 次に. 着着は. 明殆中期/、ら 木正中期た いた み杰佚正名親納祝者のえ 

から こ ②地力/おけ々おこ○形政なんと うけ らて いみ.

ます, 明治 ノノ年当時の租猊体糸そみみ と そは光流ヤべくっ/. 

炎右 このルカ ぐ着ん な林条条Y し く知らて いみ北ら.. 岡始 氏につい 

て みみ z. 当イりタ骐們 2 わる名然忆 岡合&は 0仏.がﾡ救さ < 

おッ 比利氏は名対に 氏第、凡て いなか、っ た. しハしﾡ右は. こoこと 

そM崎 ・北人ﾡみ○経的商ﾡのパ と ・ <はw*す むし»司&は

産物 o た 通ぐ2 高 期 的本て Lての 性 ふべ つよかったんめ 当時 

。 地迅中 も のス目求ムホに ばり つ< こなかっ/zY ルて お ら
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次. J治フぐはﾡ情か少しﾡってく2。 すな」b. 一方では. 

図ﾡ・北ﾡらが3位と今位で新しく誤すみ。 な. 商肉場合は. 

習税ヤにちめみﾡ比とやはえらす低いが. しかしし株呼ぐ力ったY 
みらみ土地のら。所神税分がみいこと /z欲べ力と。また他うでは. 

明月冷$年からタフ年にいよっ、メった系いらぐやは 和れめ この 

所期にもず所おいく土地ﾡげくゞ2. このこては. この時て 

平ﾡ○主層がし地主化しつつ力 ったﾡﾡ◇及ﾡとみら力。

y9グの承においては. 前ﾡ為・北乱段の地仏は不物ぐ。 また 

次世主化した衆、し良, そのとﾡるな休系条の土急らべ百 って さくいろ。

入エフ4に全みY. 大uしと主っ(ﾡ的地(は習まって*た. また 

耕地地土ヒ しての系なろまり &/4い地子 &格預しくまた. 当時 

ﾡ税222。円以上约タ淤結断函 の 上倒 れもく 同牆• 光対系みふら 

な今め)は. すべく大J会系ぐさめらくいた. こらみ地生 

は.何yg こら降期力いては、木材商人 •金融.などの系'比た クエ 

成ユしくミﾡ ぐ力2.
冢根亿第君は. 以上の よラ な率久は先進 的的抹素妙用 で丐 "迫ネﾡに 

入』地主べN線と て ・なユしく*/こY%人しくいろい雌べ ネ 

p)○分名 しめ<く って おられと.

[5] 「入山 麻地主.の戒立過屋一 商人質本に よわ 山林用犯 一」・ 

～74 )
① こらの槍ﾡぐは. 系欠及つり木材の岡動化べ2? と 'マ

<すす人 お位的a 株条北ナ ・ 2 岡 ヘ的 u旅地王 ◇形 疚2 そら 数 

あなゅゝ株此ま。成立の必会 ・ A済永的中例研I よっく明らか、

でごく いク。
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な. そ○事例研兄えは. よぐ三1飛足絡,土象くまに分みな対か 

/zくいクゝ, 4ネぐ和山糸ﾡネ町 急条. ﾡ7年ぐ相岡系系化。 

松呼系% ヒリ 上て すすらていわ.

② こら3ﾡ例研兄/2よク『J林土政ユ通○枠欲8な. ﾡ及らは 

本者ら者ﾡおいて. 次のごYく一表に整理さ. ﾡ系さて\み。

光名ﾡ ﾡ のﾡﾡ

土るく分条) 久急条 な"系

系 殆
大ﾡ彦(sid. クネ呉) 
廃.刀木至,課吞农度
(明冷切)

水A. mエ系く(ﾡ) 
神器朱<が台初). 予本
才博陳(明々)

枚氏くC2).A(フ) 
央ほ(ヌ伝期).枚生た. 
才(う政険)

u
始 期 字永 / ( 7e«> 工 ( ノフィ > 系係 4 く/み >

点 函 途み期 所ね / ～ 文と シ2®2"く —

岬 W冷期 冷名～ 22 y冷ネ〜大ヤ 嗚クB 2ao

o
形 式 水大たA〜条4大Rのt卜) ? ¥なっん又とみ年た項

条
P 期 明治初,明治ノノ耳. ﾡ冷 3 期 治/ 89iJ

炭 次 水 カf. 84町 2タカf(*T+α ) ”3叫 xIw

为
折 何 ﾡんイu と 件J ﾡん杵山とオ片 個人#u

糸 内 ふ 主に今令。 4○帆迫 炎に土 主にﾡ格、(内) 
ゆ路私木(ボト>

ﾡ 株 主及m ?・ ・ &S2 スギ/がネ余
1 ______ ___ _____

本株(るﾡ) 呼3～。 単千/+ . ? 大&み-ス.系や拘/3イ

プクス "ネ フ ～ そ永 4 ? 帆冷22〜ス4

吃公 _平均 シ商 ? 手子地"タョ

H3汨N7a. //ルEf余<台> 和ス3条 eowtce) $130早 グ00d0(今)

く栄総済 .フ7. P.J )
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© 地主○成立置授におけク主表戸級爆(その) 一井条

く 分条 ) o 分 か、ら ---

i) P プラスの箱ﾡ』: 名 者 は. ﾡこ行u林から②立木敗え収へベ 

u球入資用をﾡﾡ的上まh"ほじカ ・ いうネ件に よって ミらに

梨線なす す » ら み場令% F ブ ラスﾡ歌2 ケはじまったと雄 ら. 

このrラスら環』ない地まヒ し <○後老ﾡ○委系件。 く

土井条2おいて。プラスのﾡ吸』が現るみら八た時堺は -?は よ 

ﾡﾡ劣6○披受糸に余*くいク:Yく.W 要永朋(/と世紀仪キ) 

から久取•么化期("世忆初賦)なわたってeあた他约つ氏朗冶 

初ﾡから予ﾡにわれってぐ力っに。 .

iゝ 2沐の麻入一 その形式,対ゐ林。内期-
山林第喀如の必要条件おょ’がし林地"性将の決裁りを引て以上述 

o" プラス97破』2 PRYA&一4を なすu旅塔～ルベナゲ路入 

»山旅ゆ内A2Wmな召ないく"ろ.い いくニチ明

らめ ミyた偽Aっ うちから.不救人かをﾡムし たい.
の) . ,家士山林購入形式は. 対,] 身合は永代无ネ ポ®登®は

■風 め形式がそ Hダ丸 タあっ た。.

b 対外の智くからu林、を降入す必場令2は1かったりチから ポ 

○で土井みと始文○他びつさなもっにﾡ人ﾡへく主井条°うにク 

ヌ*y○ち. abに. "构夾ィ——終却 0 ハ、 ク形

式べし ばし ばヒ らな.

o) Kuぬには,イへ不ヒが押水新のス埋双ケカ た.そしくうか 

は」そのうち代着○u々ぬ験解入しく. その出府*大した.

い y、、。多くはルへからくダ・人みﾡﾡ炉不夕かった,
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e> 系係に頁入たは『オ・ﾡJ5 であった. このことは. ﾡ入 

メﾡ/, すてに.秒制ほ«とっに枚氏/よ之ﾡぬか. またはによっ 

てﾡヘスギ. ヒノキ休植林*たことを初勢っており. 注目*»

8) /みせ根半からノアゼ紀初ﾡひきつづいく. 土井糸では. 明%j。
ﾡバを一つ9番ﾡとして. 番良 山林経考用状極的/を来り だした. マし 

くそのﾡ系として. 若若 は. 木ﾡ総ら8»とそのﾡ受を条にﾡなっ 

治mてやう こと絶 びっけォ こてべてき れホﾡ○大も さ そﾡサくお 

ら.ろ. *らにこ今月ﾡ神えして. ﾡ着は.収会の増ﾡということに 

ﾡびっけﾡた木め入ら増ﾡは そのﾡ期 ま ぐ ○ﾡ道林地の糸喚がろ っ 

くはじゅくﾡてあったYべらていみ.

) あ人物u旅光主土井泉のﾡ立くP/4)
ﾡ治中期以除 •る減通のいもじ 同 しい発段に伴なって. 角糸考釣* 

西べ払みり, かっ深ま々につて 土井条○共本は. 糸的にんい市%習 

の卡 で纟就争 程、忆 たた で只 た 慈南 は らにつづけく. 高人的旅地ま 

土井系の成のと土井系べu休係答な港向して いったロセスついて, 以 

下②ごとくべくおらク. ナなわち. 上に道為しん成ﾡによる利ネo 
個下 と 他の資本とら規乳の中で. ﾡ条毛物に向けらていたメ木は引上

ら. 再及に衣せらたみくはないかとﾡルみ,くらくﾡﾡ的 

午商系ﾡとた○資木と②ﾡﾡIに対ナちﾡよ. 土井糸名 しく得び炎的 

な旅総考への ー レン トナー化 —— %えらざせたYやえよう.

@ u林地主の成立避ﾡにおけ々主我なﾡ阻点くそ92 > ータ分るっ 

から ―— (PP. ススタ～ ノan)
i) 阴- •期 9 山林昊秋 通雇にみ ら 久 クu林旬 ・ 区もの分観り的貝

W冷期。 L涼昊積週旌つ分布忆 v 上 ヴら 見たの" 系急系み加イ し < 

い々のなのうろ ﾡ料のﾡ係ムら. #本ては、じめqよ力対だけて
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ろろべ, しかしこらよか対/についくくめ. 土兵○ﾡふが防ﾡ竹に 

そて系 ってい.

とこみて. ここぐか注日したいのは ﾡ有次中太くﾡか才っう力央念 

家の山林朱秣が限も 少なかったが)なおい, 人令系のﾡ老のつの 

お微なみら 力 と過ﾡ ミ执てい る 点、ぐみ る」

すなPら. ﾡ本ぐはPお公』てしく太のみを財入しくナリ そ 

○除 地後ﾡ %力 こなPないヒやう木たﾡ形な とっくいろふくカク.

そして4/c 太有搬倉は 一木技探施験。タクキ 土地 千 •地「 瓠分 

として.土地所行為に人ねうという形式々とって対リ. ここに一の『僧 

光※め ヒ8うベ さ行とﾡ答っ分触の河ﾡ形るべみらた.

あっと も そ○呉く調冷役綱 ) この4 ク&形つはるっ震みはみらチ 

土逆ﾡ権ら多く6人倉糸に共すした。 そして※倉は 烈役/にこ今キう 

匕 ー我 でさ かけた山戒の 所有 丫 終学 の 分難が,ﾡ教及しなかったかみ 

明は. 今後の課恩と しく 残*くいと。
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近代土地制及央馴究兼書 第二書

妹野制良の発展と山村経清

笠井恭悦著
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(お茶の水書房)
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沢目

発1車 吹所有流の形ウ

劣 ・ 前

2 商 茶系ﾡ県済後。雲主的ﾡ災分

ﾡ 3 mA ル労改の央成置ﾡ

绛2 章 A済飛及と呼制及

ﾡ 1 in 寂野所 甫 o 地め的幌ﾡ

2 ﾡ 入会林ﾡ ◇成立と ﾡ和 、

3 m 総済ﾡ及Y旅ず○ﾡ ・刈刑

ﾡ 3 家 調 % 以降 o も "条2べ性 67

1 部 立木*のﾡ込ﾡ ……67

2 ・ 大山林地士の形成セ林条広劭志 70

3 ﾡ ネ材の通ﾡ皇 77

チ 4 前 ネ材ロろベ止Y▽役限みス新 ■ 82

※ 5 前 ﾡ w - 85

くは、じ め Iに )

*キ山上ろ ょ う な株なぐ。段済究み、とル州ペ° A を 会国的祝齋 

で嚏 さてい»べ.こ: *A ち に 网む 的" とたナラ会 

座けの裂内なッみた.メ/W～ 4的払はノ 

安的すあ形く袋xし **四は Rメ«ゆままかか げた ・

¥#井&のも林糸のメは こまくの僧光系ヒいう確談て対す  々

み及加し/にる。く 投めく常く好ま,すぐに林衆ﾡ刈に
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って めつざ○ように絶介*. 卑公ぐも 諭滋くれて い.

(1) 嫌% 芬 大 者 空井恭が酒「も呼林系み発及ル遂」

林領済 MA/72
(2)半函負一 「きず系線なめぐ々片ﾡ」 ク 6./5
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ﾡ3章 卵治火降のきﾡ林業ゆ発産

突 I 函 i木法則の確必理

① 太請 ぐは .地泳次付 ・ 林野次和忆除 L < 映府が,土地が「相相 そ後 し. 

木はすべて土地にﾡ常ナベさ o という力外さ と ったため. 立木の 

をめぐク除«次きず光力 ぐ超 り. 結国「立木汝」炭立にぐいたみが

その段dYR太%りらか、す ク.

② ます 四冷初条○立木のた項・ み次・ ﾡ入 飛入・ではW治々42 
立木无貝の线鶴を 朗らかa し. 2 糸及地万に対けク水委ﾡ4の及 

a. %uべ 系検に 3 太表なにい/たク陸。同ﾡ太そ塗ﾡしく 

いろ

I W逸初ﾡ○立木の元A・ﾡ及ﾡ入・買入

① W%4承地加改新系よ太悠化すァヒ. 欧府は弘気山牀会徒に？-紈 

地系%付 し 有ﾡ*ﾡ火すと こ ¥ になっ/が その対染は旅み光替 

m右よえらば. 太は土地にル島すっいのとの欧ペ#9立ﾡべ天か 

丸/

② 調場44/n「地/映入等入状則1」今突術限 Rﾡ当 と う土ル担係 

ぬ○政炎はア&区場で炎者M仰という公1キ淡% とクことkな 太 

についくはそy4ぐビおりにア次の呉行によっ くいた.

③ 開途/ク44A. 当時○景系令Tは. み今英奇によ»な太った 

スﾡ入 杳入の 魚効幺宜辱 した.

④ 救ら炎者のる認tうY ユ木の不ﾡは係ほ、なくな力ん。 

きず地力の系AにYっくた考的な大月ﾡと "り 反対河闕勺継統.し. 

っいに所%24// 月. 立木 的 シり えヌﾡ 当 入えついが 総バ
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などべ力d印 して 公4すろ ことが許 さ y/z

2 糸良地うにおげクユ木神例のヴユ ..

① q昼込は明治/ヲ年み公術となり空ス0年2月からさ u 
についくはよY立*なみi個I し/に公犯は認めらす ュホは土地9 

附常物と し く土地金犯により オェ倉/2対状しう あ6つYなった.

② このため木行有場は不烈ない②と4り. ユ木行着=林糸 

家はこの解次力 ため. 明冷ユ/年茶負系ﾡれ対し. アな木令糸ヲポタ 

シシテる対々 ニユ木取ﾡ人ルそノ ヲ確シユレヲ御公場ノ上立太付 

み認二付テへﾡ扱人ノな明アルニア ラサ レへﾡ公故ヲ与サル旅」 

ずべさ ことを請ﾡし. 川上・小、川②奇郷はそズ『ュネ系米規火を命 

条し. かっ立木ル娘人社名玄後叔払し祈行な将ん.

③ 明冷スス年. n木のみ○たX.ﾡ入考入についくひ笠なホこスう4 
う吉地方の大系ふフ々が代ム ヒ ッ 糸試界 に始駅し.明や23 
平きず地力 にかざっ <○刑攻扱と してﾡそﾡ々ことに成した.

3 立木法広立ていた2隆ﾡY 同ﾡ点、

① ﾡ治32年「不ﾡ産食記法」<m冷 5e平段法に もヒづく )○たて 

よって「4木登紀」はる*.と.

② そっめ. ユ木のみなた項し/り. こメな偵量の担係に供すクば力\ 

/zは. M治 タ ﾡ/z 公布 *た「地上ﾡにアすと汝体」/るYうく* 

mに 光上燈 幺 奴え L4ゅ れ 々らなくなっ. すな P あ. ユ木系は 

地権から地上燃え頁のかルわ こY/な った.

③ し めm冷う◇ﾡ係から材価ル式I ヒ%4 う道旅想べﾡり た 

当 地 カ K 地力 銀行 が し く 林、今融式めT ﾡとなった 系件下ぐ
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所冷民法 く 所冷 夕 / 年行 ). 不勃&孫法 く 門冷 タス年 > 2 公場 

は きず地力○状糸系=立木行者にヒっく田っことぐろり 再三 

■ わたる精■が行 ぞね执た<を/回 は フスネ/比 入山林会々A34s 

名々•代表 し て 北対宗四郎. ャ野をzn. 周ﾡ済る. 系いﾡ作の々が 

果定争リ諸旗, オス日はﾡ年み 月ヨ法大&に調願. オ3ロはﾡ年 ノス月 

同じく q送大&にﾡ願 )

④ ﾡ承勤はそみ後る引さつづミまわこなP.その他系研名?オタ 

新回ﾡ会2段府よ )「竹木にハす ク※社条」ﾡム*/にが"共ム 

なが、っ た 
・

③m冷 a 乂 年,3、たた び次府か •「立木は/す るし律衆」が提柒マN•C 

領修L。 ク えマ決: . 月44 n「ネに問す 々法体」人公術 | 儿 2 

4 みら 条ださ . こ○法#に ・ とういく 立木は 角■有摧保存登記によ 

っ < 不ﾡ&とみなさろにっな.

かくくユ木は. 試求ﾡ』*和にきず光がでおこムPcとﾡﾡに 土 

地Y 今敵 し く殺炭ま/たは想当の目的と すろことケﾡ化Yなっ/に. そし 

くの大商ﾡﾡは 土地ﾡ処地上艦とは組2刑としくとら, 

会回ゆれって法的 Iz も休復 *みことIになり. かA く か らみ令ぷぐ 力 

った口木を担保と し < ○公納り8功にみとめらろにいたっ/た.

⑥ ぬ太はらM交/に」り4木がイ者○ﾡ利は係似、んたが。性にサロ会°

原保が 困瀬 となリ 土3 也版有為 の 利厶が限等," な ここてなったにめ」士、 

地行為」 &お地の書理にろた っく い力切な代表為の/に不満がさ. 

サ ・ 会処係み 運効がこリ み a a 承べ * そみ 他系途 ラ

「ユ人のK*MにRす»会併条」と とく零エマ 太法ヒ 

もに央ﾡさ. こに上 く え木ベ三る にた烈4たはね当 ・ % 

ってるそ の伐採琦•9 地次金は丸取找技のみ厶 な のYして. 土地有為ら



椎利が係 *っことになった。

ﾡ 2 ﾡ 入林地王の形成ど条®相

① /ﾡにみた立木送の成立以像る川上iにおけ之地妹系かスほ 

ごiz承 しなか、っ このこv は木"林地○たﾡがさ かんにった 

こYな意味す。 ず央 明治期忆いたってから 必,杉松立木ばかりぐな 

く. 林地までるの条中Y才外へつﾡが一ﾡはげしく なった. *してA 
世自体め必分化っいて いえは 共行林発の-ﾡ して の大面放先証がおこ

なわ»傾向べっよまっ/ かくて所冷糸期には,外大林地まっm 
ﾡすろ呼の比ﾡがﾡ例的にい Y い った現.2近やば得にした.

② 本ゅぐは.上②太«』くむねﾡにおけときず条の不及通活に 

っいて冷すろ

I 共有林ﾡの分解盛程

(い 閉冷におけあ共有株分解の新惑

① 吉野林条地く n上)にナいてはる行山林がタく. こを対みとしく州 

地ﾡ糸が かん だ ったとやう 繁小 あ る か. 中央 tしくは. 太 で I は

上パfの増J○分解はかなり ナすんでいた し 明治前期!へ、たって 

から名 はげしかっに。

なルち mA途22 4○&年総ぬは的72。町歩く山林健曲秋 

みクス)となって*り 明冷夕4は約2420町歩くﾡ/タ%)

• 化 ま <減少 しで いろ,

② っさ4ふ別に24の状九そみとY.,明冷22年当闘すくに&行 

べﾡ負』、 さわyく少な\制途べ相当2のぼっていク。 こあのる 

は一つ(2は内の系下ﾡIに置すと東川そは じめとしく もず川中下流で 

いo%ﾡメく井ア ヘd・大・乱・大各川次)でろみ. & 

旅次 くない%う -つ9地城は内契光のﾡ込入文な伯4か • 上 

みも ・神之ななビぐ力».

③ &有状べ未分解○44得所しく い2のは光・上な 武木. 中興・ 高 

R ・北遇ならR復 tuり 区由胀の J 抹総、西旅に 占め” 比率は $2%% 
こえていろ

(2) 共有分解みﾡ得

① ﾡ途2の4～ﾡ29 算忆いたみ期间り &行求の火分状な央川他"番 

※ついてみ»Y ・t4/幸, /タスな新にも*ょんぐいろ.

② 充如、/也は(の)考及光余。(厶)通路用塞でみ ら.

③ る有妹。貫子は対内有力倉とへﾡ&糸べその柔な»めのなった.

(3) る木ﾡのﾡ理税-

① 大Kクの○式人問会○他米、上○W改行旅ずは®松留24 
wryっ. 大風ノフネ現. では 夕ヶ扌附步が优〃% 宛、し' *件領氏 

河林ﾡaぬは ～420町rサと4った.

② 、上IみらクM上州の4は宿休"表ﾡ統-今条ﾡは上次ネ子夕 

款 3 た べ、区 の 部洛有林郷り *へそ*の逃会としく供くゼら/た° 

&RutLて. ヌ体的Iには4行科の州有へ今ル圭く能留小 

a少」 *Mユjよu身ゝ,内外への如べ行なゆ』た.かくく明x 
*W&○公行林は系イスク""サ N魚ユ//"タ 部課有 77" 
歩減ケ した。

① 現なに、たおまく央喚的な新ﾡ行林べ力ろ近及と った形ぐ角
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件して い々のは入ﾡ (大ﾡ修会 /タ町歩 同会Y乱ﾡをの共ﾡ 

野/よ町歩), 井え. 中契などごく少教のﾡふにかさらて\ス。

2 大地主の形

(1) 催地林系○椎ﾡ

① ﾡ原村おけ2及ゐ3年～調冷 ノフキま ぐのu旅た却状えよみY杉

山くすなわち杉ねユ木>が7初以上なしめ. 次Iに推木uぐ.際地た知

は的/到 といった少な で ぐわ. ﾡ地たら うち午争っ さの もの だけが 

どおり借地林糸と なろか、ら 以上②結系みら催地糸が少ないこと 

が測 ぐき力

② 入u休地ﾡたろ北

系の僧地林※ ○枚 

おヤみろ 土 立ネ 

ﾡﾡにたいす力法的 

福漫ヒ肉保ある Y
かわか、々.北対系は 

めt% と地株系が 

ﾡ的に 少なかっ たが. 

この向は所冷期

り合ﾡし. そて

% 木の地上A書て 

が危 と な ったﾡ冷

◇承べ2 い/a わY 
付地ﾡ条公ﾡ千増m 
し. つっ\てュ 米法

ダI-2表 川上村/おけとK条地林
(用治以胫)

(そ) 示大渦会公「も旅系たス」"ヌよリ.

K系とはっヒ系な *す%っといわン.

みな よろx.件$今グクバト よみじく商Aスみタと 

なって いちべ, 计算の 他* は上なの こヒ <となっていろ.

件 収 西 ぬ

F a7
門冷 ノ〜/クく /84夕～ /フ) ア4 7 /

> //～ ス。 く /578 〜 /8フ> 22
? /〜o( /み5子～/ク7) 4o /2 J

・ /〜o( /S7a〜 /7e7) &/ /み

西冷グ/～ 大たよ く /7e&～ 4) 7? 灯す

入t4〜 ・ /(タ/フ～/みス4> 7o J幺タデ

叼 x ﾡ 代 く/スフ〜 ス← 7

明 途 く 解 o 小 計 フ/ 24

ェア時 べ o 小 計 々a /&

e 身 oよ 唸/

が成立した所冷«ス年込除はらそ大し. 入正期は全会となリ ﾡ 

ﾡにはいクY急みし くいみ。

③ 北対糸の事条から%Pか々よう.W冷う3年に立木2地上ﾡ公べ 

研ﾡ/に4 っ て か、らは一般地上込えヒ し て僧地系べ*かんになっん. 

そしく こが共有北4対みヒ し くおこムPたことに6#もが»。. す 

ahbu%タタォ/。 nやは*く めス2件 スタ町「サ余"共行地に 

たいして 地上ね次父次おこレた.

① 上②土倉対ムは代会/s2。nくみか○共行始 ス22 町歩に対有 

○地上ﾡな数えしなか»独向○え教をつけにことから,上札に*けク 

共福地%対んと した催地味糸のは営不券み、く公えらくいら」突 

ﾡははすし% そ う ぐなく共有地○ぺかべさかんにﾡ&ヤ/た。

(2) 林地○条検ﾡ震

① 火山城用賀 老の部瀛別訴用面朮は 大山床所用龙 ◇形炎ご名 アう2 
ラえにホカ4なかり そろとくくと.すなルちも""® 千 

はぐ株な平Mに知し.」 共行かの余ﾡにる とづく 力、欣氏 时麻泰が 次用 

し地 e こゅ小枚氏的ホ系才 «オ家にしくナこなっん旅糸りは商か 

的代 は,】、やく < ムその価値は大きかった。こんとん対に, 米光み妹く 

共介 株で力。は方 がいゝ名 -津に大ﾡ県系 ・ た ば は 2° 
林のい価経は心、ノルん. 妹系えをの艦*からみ出妹スは 

ﾡ有べﾡ本的でろみ.

9 すみ 忆水展氏:林条の性M に t&なっくの 山林泉中 ペ ¥u • "る 

Mあら ヌ解○みに上 っ て は人人地まりメ " o ぐあも.

② 以上ら著央は共製約は北が太系みらろ。岡ﾡ糸はア附から 

u又入んな汚Zおこなっく いたべ, 来川はじめ不えﾡがヤべでﾡ
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済性の ﾡ い 多 かった. 大砲の 条はW 治承期か ら大規 お と 

なっている。地主て米ﾡ人なかQていた中狩条っは力いは. ェア崎代か 

らき齊川チ流の黄開ム2 対家广 山,ネ■デ岡々 お -4ったこと %除く t 岡 

納条と殺似した糸のメイ*なビ っていク くメ上ア財べよりの糸 

残者).

ﾡ-I5ﾡ 大」地主の 地素が、ﾡ.

¥ バ 北打山 Rお& Pずス 平子#条 な 条 X条

催 22 コ 呷- 222 函 22 / 雨2 プ

2夕 4o 2 ス/2 ア/ / ス

28 44o 4 -4e ノア/ 7
ラ 374o "す 28 阳/ 7

8 フe 48 i 27 /// ラ/

4夕 -タo 夂/ s
大 « s4o 74 <r^ so 4 夕

? 火27e 2o? ", /oス 2
4 44o メー 4ss イ” 4 →4

ﾡわ よ 2マ2 </タア 472 / /◇7
/2 J4e /2フ/ フル 4oI "7 //?

よ どso /。 rs s4o /$e パ&

22 /2 < ど 4o 47 /スフ

74o /ララ 皿 o 291 パ

火42o /アマス
・

フス 2 4 ・ 7 /ス

婚」ク
ヌ 盯42 - % Hブ4 - る 研/ ア ? ヌ q2 ヌ 7

ス

23 / 44o i / 4 27 P i 幽 <フ o / 2
フ厅 -22 ' / /ス *8 54 .テル ス

北条 1 ヤず条 そ井象 分 条 又系

る2 町 /22 ズ 
ス $ フ

「 
-

ズ 
ダィ

「
ラ

る k 商 Z4 2
フサ 松 - ク 7o /2 /ス ァフ

•
/ スス

・
4 o

3 &ス クe ヒ *1 一 2タ→ 4 /2 - 2 4 /
太、タ 夕 o 4o ヌ &t フア /7 4 27 s ィ /4

? &7 2o 4/ 必 /2 S 22 2

• ふ7 o 7 $? ス0 /o 4 / ス/ ス

B 腑 s o 4o Pe o1 7 /ス // * s4 a/
/0 夕3 /ク P4 & アフ ア / s / シス お

/£ 4 /2 /oo Kd Pe 7 / 2 4 ルノ /?
2 /2/ 2o 20 2 P7 /ス 2 ァ/ - ノ 1 /2ス -// 1
々S /2ス co /2o / P - / // - 7 " 2 /22 - ス

・ス? /20 -so /22 - / /22 /o /22 - $e /2o 8 /22 - /
(ﾡ) 永大「林ﾡ地光ポ」アァAよッ.

表っ不ら ク らたﾡはRオ22 ○地奇を20 t L れ召分比. 方岬は桁 た、、す わ如の オq 
商く液夕○かいはマイナス多)そしめナ. /cにし乱項は川上ボの久に上ヒJ.小l. B 嘶 

なふくむ.

3 衆秀物有の勃印

() 林系労0右の一本的ぶ篤

① u物はコ,にが島しのつ.ﾡ3内もしくは 、伤鄂もぐ自宅 

から通動Tﾡ.な地政○作系に水為 クのな補としくいた.ノへの142 
いとimよ 4 石か、ら/ク泰石 •山林/劭為が抵って いた. この山年 

は税と y. そo下Z 物右の なかか ら, ﾡ喚がノ人えらば/。 

J,2適ﾡ してい»一微のの為は魚日ﾡらるなめっ < はた。
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② 防有の灰爆はあるて。一般メ・味省・ス損なびの飛ﾡなふくめく 

9会② 前僧し ら れ て いる ばろい、&少くなかった

(2) 高原ﾡる○納向岡

① 対外地ﾡでろあ中呼系はあ系ﾡﾡにuキとしく上平系るいたが 上 

平象。 不正行為が先端 となり,山解伎となり 中発系Y&氏の対立% 

生じ. 請ﾡ巡益○配置という事ﾡ/2まて充及しな

② このﾡ件の後造は.州光林糸べ央は山林有着が自このみ念の-新を 

山2与えっこヒよって こを然A *せ. $ ら2は光え氏-般な t 登 
全2ﾡ極するチにほかならなかっ/ という こ向の情なﾡﾡろも 

・

のである

(3) 東川魂落0麻衆 出働組合

① 明冷3早 &魚ﾡ力○紐Y上子ﾡ力のAは余々はどの仕ﾡがろった 

のこ,他化の色*ﾡ日ﾡでない着はなかったこYから. ベ似株が力:な 

h. 借司労砌点が皆 で位事幺分けろ こ Y と なった.

② この著件の本如によっ てW冷34条組令の絶成そみた, 紐合/物り基 

ﾡ%なす検立会を3スずつ微いした 2 ヒ 2みら2 よう. そ9%のは 

活先であった ・

①③ 央川て瑞を飛しんﾡ合ﾡ物はしんい/上H○会城におよじ, 人&ネ 

ﾡには対内人*の報/ﾡ令べっく ら. 東川 化みられた地九方伪专 の 

件 著 ろ 確係は川上村し労内組令 っ大会な主ﾡとって\»
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3 木の派通ﾡ

I ﾡ 帆

① 総川内べの派血路ﾡは次のごてくぐ»ろ.

snaun.(知"。) 第場 &

I : ;
えﾡ人 ----------一 ﾡ久ﾡﾡ(一仲)-------一ﾡ及く一付ﾡ) 

(番向®)

② 考ず川本・央おいてる. もくから木林汎ﾡっため○川のﾡ*く 

ﾡ係が1 し. 字周34く )2はす < 上/の系采地 入*次料 

まぐ後ﾡべ可ﾡ/24っ くいa. 木材の決聞○k大によっく林茶は血 

ﾡしたが. これよって途なえ2のは. ﾡ血回ﾡ/2おいく失ﾡなﾡっ 

< い 木林人と u係ﾡ者 ぐ力 っ.

③ 明治期幺っシ じ て 上ﾡの木材移*ﾡ22イ以上はえほよっく 

おこ4わ. 大正期 は H木材般玄堂の 7〃 〜とクあ 認ﾡはいってか 

らいその /o代Xﾡ I2 はよ2xま ぐべれ区て依合 していた.

① 右ﾡﾡん払。 うちきず川ﾡのたイ牧は北 • +*川※坂よ &多 

ﾡ皿-6承 さ狩ら感派

く注) 杰&储r後氏係T2微」よリ作成. 明た々甲典今恭3•ぐる之

の太も は, 北u山やKベ。ね、ス内1を/AとしてフAくル向ゝで/舞くカる.

十土 )リ ほ中 3N. 衣ゼ カース,间ーぐノ舁ヒ なと.

ち 野川 は 中 /尺. Kポス〜。 河ぐ/ﾡでろろ.

造め. 木費救 *た上べ 物//く 
千全 济他散

教て 
ﾡ &

川夕文

ヒ山川 /ど 222 ブ 本*. 422 2 ど. oo2 ス スの
另* 百-44 要 百2〃 24

十常川 /-よe ク<e /2220 /e2 / s。 34よ 221 3oeo
も "fn タ/ズレ / 4.222 スヌ.4タス t J 22 22 スジ /ooo0
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く. まれを川ﾡ下材はﾡノにはとま前. 所治0K

約 8 割 が和ね J ぐ ﾡえくいク

ダ皿-I7太 ﾡ川み流不役

ネな A 久 会 ル隅應

明治 ず み 
/$/

万 ダ 22

// /4 ダ 夕// <. ◇ラ

“N ca /oo <. a?

/S2 4r “广 ク 2

/ /4み s4 <22 2 4a

ケ /ク o 々?, W/夕

4 // * ク >e

フ 々/ 4 ィ/ みフフ

4y クo4 / J3
27 夕 /ア クフ/ • ラフ

o 4 42 ///夕 /& c4

/ /7 44 /2 /. /

ス /P% w /スイ ノ2一

4e 2? -2 フ

<注) ﾡ冷ク～ィ4年は「大ョネ会オ/ラ」/ 

ﾡ /フオはアkオスク49 よA. 

沼x8～ 3承は「も呼林糸条内 J/5A.

2ネﾡ岡へ

(I) の木材納へ

① 糸未期おいくは. uえ木沼てしくﾡ用ソのに依すス「1立8く」

I-I8表 考呼材木ﾡ組令和系
■瑟恵知林拓

木 A 4 会 糸社縦

研念/44 /S 2
百 ヌ 

/A /

4 /ス み 2 スso

/7 4 22 /o s87

a み ス /o7 *e

ノタ // ァ 200 $/

～22 /ス/ 4 スス 44

/ 4 24 夕 /o

ス /e7 ラ/ 2ス 2 ス2

2 s4 /7ス スク3

2 /7 o ス4 ス*

2 /4 o ラK? a々

24 /& </ oo アク7

ス7 /3 7/ 27/

28 4o ん フス /K48

27 /ス sr4 /48

ク // 1必 43 ィス &7

/ ファ 先7 /る,

を 4よ ゆ /os 2ス2P

.ヌラ /スク 4 アス3 ス/ e

(チ) 甲冷 4 〜2みは余保系/「ネ山が木ゅ 

一件卜をが」. 月・クー子は「もパル糸系 

内」/%八.

と「小高剤へ」が\え.

② Mヤ材木力は. 4せ%ﾡ治あﾡくガガな人・た&一大&震)Yは 

. m o 中ぐaな 周ヒ>すみ地 城な プロ ッ7Y しくて, *に林糸和 と 

ﾡ搭すクるら ぐA っ. 木材の似加工. . 川ﾡでほ官な 

ヒAoゆ2apたっ<る% F_ま xはふよラn。 

おこ4うﾡゆ、で.石な光え木 r---- T.........-
力 ﾡへバ そ のM となって\た。 

まれﾡヤ木力はるWハ○株※ 

労仇君々 たいし く 組岐的に対 

し. tって木林ﾡへ自らのポ会 

なキっ こ x %1数ぐ力ろく系 

右よク統-会のヤ し今せ).

③ 上知なふくむ4ヶ郷○mヤ

新木力。組織は次のごとくぐ,

Wヤ材木力のは「行«」と

ば. 吉野那穴 力郷を 続結 す 

々も○と しく材木カ人乳 る 

細か ら ヤ 巩ブM大行司,何q,

らに 川 上知内oふ係ク ら は 

・Yうょう/. ・ /4そべ 

おかん < い f る *a は 

行点マ地え木材a人と しく

行力なも○ベ 必 く M. 例 えば 

央 田御行司 は 上市 oメん* 

Y,川上郷行qは大光の土分

ネカ大3 川 上 井 ナ

ク 冷 A
・ 六 e

ﾡ糸細 , 曲 系 ﾡ ア

ﾡHA 4 句 火 ・ 上 f
川 上解 ・ 川 上 来 川

ヒ 係 ・

w 係 ・ 下タを

大 係 ; 大 道

小川郷 ・ 入 » か

? ? ッ 雋豕口

x・郷 ・ 脇川

番災郷 ・

? > >

・&和 ・ * & 力 そ

ク ﾡ 井

ぐ工) I 為令糸的「川上対人」284-4R.

2> 上4o うち ヒ係は塩&. 人才そのぞく 

aフカ. ﾡ係は日川決材*の*く中ﾡ" 

ヵ対. 次係、は和田.上チ古, ﾡな29 

4itぐカク,

3) こ は明念24の 執ぐ, 当べら こと なが 

ら対行a. 行qのk・は#べよっく 

こと なち ・
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た三ﾡくろった。

③ え木材ﾡへの仲ﾡﾡ織久】材木/て/ほかならなかっれべ。こ% 

3比方ﾡt %ん/. このJえネルA人は 大材え通の従よへらは#こ 

とL < そのムなよにネった。ﾡﾡ的なネ材派血紐織が光ゆす力Y、 木 

政引o州途公えら4くなり. 衣 木力女 よる 速先が行 なわ凡た. 直た 

よ り ネ利 な こうむめ 系u 木材戸& x 仲京く はその対ﾡ系としくuた 

まぐ木材o「女ﾡ」/に4女した. そし く同愛.仲戸の株仲向Wぬがﾡ止 

・なっf "合降z い <g. 例外的 /にﾡカ◇大さいもろな2 "くは

えっ木ﾡ人はﾡ期的式太と し< ○木材ﾡﾡへ従ﾡす2は力いが夕へ 

た.

③ ﾡ治ﾡ年まくつういﾡ中材ネカは w冷みﾡo地光A欧の い 

となり. ﾡ?4代べん々殺田体と しくも材木万になっな。W%/?
に月系ﾡ令辛剛/2上り, はtめくき材艦業細令としく飛えし.

条 金表物&/未A令 よ っ < 法人代ゆヒしくの契1% タサ ふ属 

0次部 は独 立 し <る部合tz り. マの木報はも呼材木た糸仙令は合会セ 

称すみ2至っ。

以上め:v くカネカから虐系ﾡ今、と質及しべ. 木パ親人は先困 U 
a敵をﾡ巣 して自 らろ会っピ&なはかっ た (木が○検去. ﾡA会○歓 

収. ちﾡ木材。みがの松秀系労的為の係接ﾡゆく賞公協父な»くむ) 

我条就の及対. 「步刃」り撤廃迎功著々.)

(2) ﾡ夕戸&

くﾡ料○司係ぐﾡる号なみと )

© ﾡる1のネ必K引あ件そ力Y 林くJﾡ)--女人く約ま) 

- 内--条 く ) ―小糸 ・ ん系 とう 形式なYっ く い

々

② 木ル&のロはた上考の夕く力っ/. .

①③ 明治初早の木材同&○株仲向M及ら流止は. 木材来列よのいちおっ2 
fとx も/てら した ﾡ冷はもちろん大っ てか、ら%向ﾡは1ろ 

材木A人たい し く 圧制物にホな場 っ ていた。

<2) 大ﾡネ材月&

① 大阪衆坂な災救Yしく大欧木材ゐへら欠生べみら丸, 九加ヶ築(〃ル) 

ic は羽木遗協を 恆扳城南淤に闹涙 し べ. : ケ材太河 ラ ○死ﾡ»なっ 

た。 回○木材べ永治し市姿んとなりﾡﾡ仲項の&べえり. ネラ 

年く』* ) には竹水湖会叙らル"な す o「ネヘ木&」な町本令に 

より も ラ けられた.

② 向强仲貝の分化区. 箱固な神同紀織な成立 、 せ,系ﾡ太&役.ﾡ材木 

X銀. そ○フ印しな帝成*ハ. マ必状仲ア仲用では「と印仲式仲期」と 

秋 »-仲岡 とし く 空居« み く"¢6)た公貂された. 仲は戸&に永 

高する地仏(ろみが。 その人教のタい YY 活物力に よっくﾡ&そ氏す 

る忆至って いら く例えば高@ ).

③ 用いは当初と佐が木问風 ﾡ系門&  など諸国キ—レ 

%%っていた水.次/に大K材入口震としくﾡな化してくろ. た入小 

白震○そへがスら」 大F愛は不ルた々「※」%ﾡすめりの小R震は 

そさ有せざっものYい? く よい.

② 人ﾡ口殺谷※は米みA力みよ。く 々の將應的地位、が目次らNて いた, 

そ L <#まからゐ太ルは一及はめず戸&をと力3 こヒに広っくいたず 

kPちﾡ度は a面としくの太材の自み漁演を担るし. こよっく 

大*なォ糸%げて/。 こoれめ. 系鬱龍一力 にたいしては冥加金り那
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課2たナ々ほかに. 御1用会の永4る しけばならなか、っ/. ﾡ及は. 

形式的(には松力のメ配下ス立ながら 8, 緊ﾡ的には こと 両ﾡW係 

力り ﾡ期的弟系費本Yしてゐﾡﾡ%次につっ大な (常ﾡ的>消を 

収番 し < いた. な*ﾡ&の洞は-ﾡ的な所&"夕。ほか/2新玄への前 

笑※納.ﾡﾡ炎へ○賞方. 送奇係音の政教料欲然などからめﾡくいた.

3 木材ﾡ屋の山旅系中

①考野,川上那を寸心はした地力たないて.小我疚的林条が投加せざろセ  

え なか った ﾡ因 ◇-っ. 木材○減路理に け»ﾡ及, 仲AW及っ系 

した役ﾡが大さい 2 こ そは林ﾡﾡ右 cして ○木材商んららﾡ 
:

みみ

② 木材命へとしてゐ並ﾡﾡ休炎ﾡは. 大秋木知闷屋多一人ぐあったか, 

&た3年く/827 ) から明冷3条 く/夕7e ) Iz もﾡ林業地を沖糸しく 

全体で«ス件. ア8そのu%.主ししく浜ﾡ2よっく不呼しくいみ,

ﾡ4部 木ガロ報9廃止Y ロー鋼の及视

I 終メお けク太▽外○条よ

① 秋、始山アﾡ総ア対く-芝q)2女糸**スけ。 きﾡ別#より9 
不木材に対 しロ役く代/目 -イ自タ > を従しくい/れが, 乙は台 

ﾡ光力准女の木材 v 外の クち もっY% 材論 な e o ぐ力った.

W途22けス々女▽般○総ぶは /3午高し. こうち川上知 

は«◇%45めくいた.

② 研%縦新役. ネ材ロﾡ、の杯圧物公以体化し.W冷スオにはもず& 

• 物坡木魚人の招代た ら川上ﾡ政木村9回部功らべ芝ム▽外らん止ネ郎
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AIに秋願し.以後もず州ら○枕誠. 欢A は国 文日 い/とり,Pふ例%グキ 

ﾡ止さみいた った,

2 m&会成立

① aネべ1mぐ水のくくいた木材り飛らがにそ。-領% どってろてく 

い 吉野那氏 、 f 附oq枚然は. 明冷4 4廃止 で た.

② ▽枚微が会ぬ*みY g浜ﾡ政のうえ各ﾡ席からみで才に2 
い<. 求u ,大Kぐ○沈ﾡべ会/0。日つき4円のﾡ念そいっく 

※城を際収す々こヒにzり. こクぜ会とみんに.この世会は^が 

矢係官 し. 那W郷 氏の 横音亿 用いられ ・ 生。しく 抹朱­ め 0 河川、 

a総○並係なvゝ. a非命つ*いIそなスくポユらくいた.

③ uCI ceuう 推税施止れ よ っ ・ ゆ太性上限性今明"に*角 、" 

W%? 4 き会Mア係の地ス【お木みと° 協 版の一範 衛 し 匆木 

光上ペ会 ooA (zつさ会よ日々倉比にナいく 引組2 こと/にし "取 

力はお太方へるしキ教沿ヒしく/ nそ込すこと/ほなった。

① w%2ス4 吉评那が木超柔組合の広帮公/乙方 し、,従前 9 同度金は 

るamり ぐx次う:とにえし.たし士常"みは性能?"®『 

#し . %x6調4会* しく *◇1土合院く*/た.

3 ネ材移 *

① mA会め. 折口M忆然滅/おく後固厶1%り限する必要亿闻ら凡 約 

别秩賦部、ク形 x改めあこヒ%,(冷ス7斗4A川 上 め保 口 内務・ 

人ル活大アに術願* .W% ス74月#"*くメ木タ の深冷 .

② W%2s4. 一% ヒいI 解の旅飘幺深す.騎别税 9 取消化つい て• 

きﾡ片太A系色ふよよいメM林行倉ハら内湯 • 大め.司大区ﾡにﾡが者
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小永女*し/z.

① 92 年. 上オの太鈴払状は材太光バA/ク。AIz仲4月IR
エ*九た. その依入工?年. ア//キ. 同/3 ヰ. ﾡx/4#6川ム 

オ 特別税っ - ﾡ 改tが 大党*/z.
な上#。 認和 ノ3年&○貯KなみみY 战入オ 算44 万 円 9 ラ 

あ枠み税収はノスみ余可をちめく い/.

④ ホ材▽ﾡおよび▽ﾡﾡの冷降ス&*参的す あと次の :u く て

◇
ズ ろ系合fからの▽役

く木材▽の-分の 
う光えへっ下裕会)

/ え糸ズ営によみ 

木v
1

バ オ糸るによるネq 
奴く考女▽K)

会r20 円
1
7税 条 ょ

〔月ノ年2月〕 〔9月冷2ヨ〕 〔9冷4年4月〕

族 ヒ、 木ギイのよ%
〔 冷 <年〕 な欲収、〔#合 塔7月〕

甘 金〔6合4年〕注. チアﾡイズッ降のを実だ 
中木う

そ、好力休力 (f:年月〕

もダ材木と、系担令 
,〔1冷/7承〕

き才木な今
今会 "月当 ご/貝〕

,このうちになとえば、 ゝ
\ち才木川上糸た今/ノ

ﾡ 止.〔68/ス〕 
全会〔 ックチヌ〕 

くほか小に代チがろ之) 

人ルkuk〔溜燻喘、〕

/ /ほか/z 厚ふ4 f今の (a今女(-ペペ引l) 
ヒオみ の会く- ダ !)み女材とた

\ハしくズ、な ,

第 5 前 結 •谕

I 従未. 古ず川上地力な中べにしくいPけク地系べﾡﾡしくたX 
いPていあ. しかし. 、ア造代 0 条種文智 そみて い<かざり では久世. 

業な々ち条はみ力たら4い. この催地糸ヒいっ糸ﾡべろらPくく 

は所治初期ゝス降の こ v ぐ力ろ. いわけク地林糸の意味すナろ z こっは. ﾡ 

太対ﾡ才納の岡係なガ伏物Wのるヒ して とらえ/運解のﾡ衣上ぐ 本 

なもつ0つはﾡ*.土光あみいのは土地. 納力な有す2めのは分物 

vそ«分に たじな 次供 そなし.過 &.依合 し力いつっ角状系なすす 

めて*た2てIzろ方. そして こは当べに. ﾡ力なりっいの○例から主承 

さ 丸た ので•あみ, 殺物Iに催地林系な々表ﾡべみい*2 は明途初期の 

きﾡ材 木 o sC係z いてぐあわ, こべ北対系の手になク"き ヂ林求析 

要』忆R« っかくは. 現戚 9 曲匏を形疚 す ろ版拠とな った. このよクにして. 

ﾡず上地がにナいては,メナﾡベヤ期よりり途大期なっ じく催地 

A系がさかんとなり倍地林糸条, 土党地行有. のA小み状ッ○次限の 

もヒIにﾡるな民ﾡ系地を形及しく さ /. couべ生ろにいた 

っf そして 現在 では, この付地旅系なめっく負太ﾡ生えとみなす込W 
え生土て さてい方

Yこ力でェア 許代 ○ヌ舌な みていくか ざリては. 僧 光系 Y 契兵 w な 

るのが M ず山 4 その天能"そ "えれ t o ぐはな い こ ¥ か ゆoか 夕 .僧 地人茶 

4 »本 成. が なくてる 央A的 な 信地系べ& ALくば才の合そる文す 

こvは ぐき z い バ sとして し株充貫证久刁 検%っ クじくカミら 
・ "

か/2なったﾡ系は. 子ゆどナりの省地契的は夕く, 立木のみか木 

土地关のL 林欠質が乡か2た七い ラ： とぐあろ. このはスハ、. 立ネのみみ 

たAはn木ノ代向ろクい一文』今向のいPけ»山永象た買形ずな と 

っんめに. 意織 最念城○うちにヨパどナりの僧ル条ヒねﾡキクﾡ
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系そまいれ. めち力んェア許べおよび明冷X除に*いく8. 争糸におり 

○借地系べ得しなかっにわけぐはない. しかし. ﾡ員的に僧地糸契的 

と方えらあばろいぐる, その検の段&においく. 僧地右土光負体の燃 

入まぐおよぶことがクなくなか、っ こク なあ Z. 信地抗来族は值負 の 

u林地王へ秒行したこてにな々.上, 催地林系の再状材々とおしくスく 

さんﾡ条は、 外○大僧地系。子ばくさ/い○②ば力い, ヒくにh 
てはまみのぐ力ろ。からは林久木の手承項入ななし. 力みいはすぐ 

I2林地まぐ○集なお こなっていく. 斗段ビおッ の借地系をいYなむこ 

とが少xか、っ た

2 っさz. こ②地分2おけわ大い旅光主形茨の逆撃で多参なとては. こ 

まて比校的考岡にふて さ れ下の秒央でろ ろ. すなPちそは. 地 

えおいてまと し<ポ 央ﾡ u o 分解 (めとづく 小枚良的 黄 林衆 く 問材ム 

入が夕な くなかっ) が充生し. こ が株の う えにポ外大山炉ﾡそべ形 

さくいったこYでろ々. こ ②ﾡ氏的合条は初充には才共有Jにた 

いすろ有質上○役太ぐろ力 と こ っ○ﾡ女 しzはじよ り や らに植分制Aへ 

と充私していっ/. 乙がL段②吊校においては. 地登まくに\たク及 

段的林呼特べ生まみに い/ っ/. こ今ﾡ人約べきず川治イ◇ 

イ九村、流去 し. やべく 矗後揪の 内人 ・光柔へﾡﾡしく した、、* ス、在大し从 

折福寿が形成«は<いった。この道底にかいてメ4共河山小直後なオわけ 

山旅行南を の手中に帰ずみ こと %すぐにアﾡべから得依しくい/た休 : 

○ょうﾡ向め. 小枚氏的角林系み発生がその滋ﾡ2んっなからiにほか& 

らな YIzかく ハ枚段的ﾡ糸が地えおいくﾡし. そが社し 

く外への派なまkさ. さらス&ス地主か形メ*くいっ/た,Y 
い う 系チが 2 o 地力 o 狩行 或の思本的 力 (1っな P け ぐカ».き" 

川上地力& みら 丸た 山平承え項の水乙は化の段向林条みたぜ光/そめやら 

わc本気ぐろみ. れこえば. ﾡ仰*島向都のふ光"入セらばろいめﾡ 

でろろ ここて8大.ヤ主の形成ﾡﾡ(にろって.小ﾡ的角条ら 

飛生Y そ○ﾡがﾡな した.

ここぐ.小枚段的ﾡ林系べ性し. u林②外米女べ僅行しれ庶因はど 

こzろらのだろうか つさくこの太っぐく方ﾡしてみよう。

(1) こ○地力○ﾡ業は自点的糸件25る と耕地の雄端な冬繡性のため 

Iz. さめく不扱ぐろっ/. そ今め主食ら大*。外へらの供除にまた 

なけyばならなかった. ﾡには命ﾡにおそヤ. 少教の飲ﾡ方をたすこと 

ミ えろっ. そ こで意系によっく生活をﾡ杵しんべら魚水系そいとんんぐ 

いく細•化かけていた.かくして•不時の幺贪忆ななえくの城炭糧普ヒし 

て○槍妹地め. こ九を他件しく いく ととべ画ﾡくろった.

(2) ﾡ妹系以ホーとえば為業一 忆 よって生活な可能たら: しわえな 

く < 6. A糸自体よっく生活を隆増す々ことは命っうスくはくミ"  

いこtではな、. 2みろい.小、魚ル系へら水交すろ*大番土企2ろ向ゲ 

メﾡ*なけならないベ. しかしこれは*Pく間くろろ. 2°2月 

確性•は ひと っ忆は离 林朱/孜物ほ亿み1 生A◇初判" は受全"ガ ? サ 

卜◇ながろっく 木から○収入は検ﾡになっくかしか条究しないかや

(3) つざに.対内倉のu水救失と対外対旅地光生形みっR乱としく、ポ 

内*けちMく 州比ま9夕4 しなか、ったこ* か指楠'"くいみ•たし 

小洲她面世刁換闹 2X ぼい、*地力 ぐ光土の紀生すめ余地はなかっ/. 

4ん *州ユ系マー般。合※をつうヒくﾡへのサまくくタマ危性り4か 

った. しか、しこっ地ろみ主&系/み妹外にいく ての坟度 •流通のな力、 

、ら者。番放2 こ こと は可ﾡくった.林米生A○ うち1系にか、
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ほ(/)・(ス)ぐみへzごとく.小生程 は函滝でろっ/

ただ抹城折布老 ・ しくえ点地代なﾡ0ィ»糸件にめくま»なら 

ば',このような上ﾡがまったく不ﾡく力ったPけ、はない, たえ 

②女右 ・ ネ材ﾡ人ヒ L く危承し っっ u林ル主へみﾡす2力ﾡめ方えら

力. 現欠2いて8また似 減河係の#示にたず、Pクこと/ほめよ 

っ く 土分 ・上のごヒ さ内入u地主%発生しれ。 ほかには乳なにいに 

みまで○後中 小地生べ得件 うみ, か.ら のなかはﾡ対永和のポに 

たつ立埸力、归人無抹地代幺収得 すみ放会/2m ぐ&れみ め○べ力った. 2 
いはまた. 午ﾡzしくユ木べ会っ一新そ水ﾡし,枚系右・木ﾡ命くな 

力、ねるも のかあった しか、しネ材の通程においくは. え然底伕：「め冃 

期 より す ぐに 系ﾡ福 力とﾡ令し/外。 # 的人 tよっく制せら. 光え 

○似系点は 的ネ F&の新 ベメﾡ o6zc おか 巩 < " た ◇ペ伏的

るった そして 一ﾡ枚らはゆ払系右なかわ才ﾡ o%u z係ﾡしくい

, 勉元 0 枝/衆者ベ木材 商人ボ大 & < 成良すみ公地はとほしかっ./ 

ま/にまそんが大況しく %, 木材みゆ女え血○*的双#の納の目にくなこ 

まてしまった 明月途以み2おいてg, 株向訓及の免止に%かかhらす, 

木ﾡﾡ及○前期的ﾡ系式本と し < ○役シは残大くろっ た.

(4) 光え&よ②木材は主とじく丸ﾡじによっくいた. そして エ、為代 a 
而 く 製八) おょ 州 く%よ)にサ み木材が挑 常 ch り A認 3 
森側 と絶びえ/た特ねみ人は地え氏へそのザ税の圧過な糸塚した, こoこ 

によっく, 光え良の林条% とおして ○欠私の途べが* えら»こヒIに4? 
/. な.小本ら的妹の#Y直ﾡの内係はないべ, u孫べり丸 

頁く-たﾡ)がナこり/こ とっいくは っざのふべ戸Aにな» 

ナなりち 地βによみせめく土地にけはﾡ増しよう ・ ナクカと 

ﾡ然止がウなり ﾡ力としながら & なお念外く %っく\なこと, などケ 

耳を売具 の原因 ヒを っていと.

3 さて. 借地林業条とが火*くさ/るのはその陸むに各救どおりの僧 

ル系をﾡ介的に»くみなべらる 央ﾡにおいて は立木め しくは立ネ土地 

共ら糸ヤな主体ヒナ るu地多ヒ しく形ぬくまにもので力っ/c. 二人 

A段問た林系地おけク山地まのル成Yイ○本ゐをいと ・ くす»めの 

と今 らy%.む し らル地 ぐo永ム%平くから こなっく R押系を 

すゅu水地よより は 直樹生座忆たダルクをことが少なく やえ为った. 

しかL こ○北カのu地まは. 明治以外におよぶ“ 条曲加也 で •の趙狀争果 

なか、なり汚飛/z すす»く いっ/. そ小 てはかかク旅こはいかなろだﾡ 

をヤ。 えた もの でみ ろみ、. 以下 こ2Aにつく°べクことす.

⑴ 4ナきず上 地 力 Ic力いく 3ま ど り僧 地系公 ウ4か3たこと 

すな いち 僧 也坎衆 & ・ u た り9かそ。大んん化ク 休主化ず な い 

aつ」み、ったこヒは.催地水 の ■、 命 もの 忆っい て の ャ 末号 通掘" 

さx<人*4Wをなげへけ々. 4た * ど*り ○備地休系自ゆ々 と ? 

くみて%,般地べに々 た な 後触 べ 6 た 初“X 修卒 4 ケ α を へ 

く..つう○ﾡ今部へ妹ﾡべとことなり 縁済的像.若 0樽的

共 哨」水 た い す と J 4式ペ対央ﾡ u9余8によら 個人… た生ご店 <• 

は4化○てろッる n ベ&や しつっ 6 な お は代 門地ペへ 兄す2 次角 

○命&おAにほかな82いハめぐスめ.* しくも付次少®地みナけタ 

城4ﾡた又において.央行2〜す8い量水み質係っ1いる令には 

R畑 合&L4いとこクりろ.*らに 字&ビカ ル 借地林來忆ぬて は 

ふっうのﾡ会 4ヘルWA。こヒなっく桁な地べにとﾡ/欠力».こゥﾡ 

樋 は山林を反跨亿火ねい火 し t9くu林最争光に いLて2 一版的%
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バ金央形式くが み. そえ役価 ○み○危条 しく 筍価 ゆ月なな P 
すれ. 借城夕的に おけみ世代の彼卑ス結樹づけみ -とはﾡりくカ々。総じ 

< 芸 野川 上地 力 の 借地林哭 は& 、的ス/はム年今充式ゥー週にセﾡしクろ 

も の ぐあ った, と理ﾡさぐろ々。

(2 そこ ぐ 山 林立木 の第卒式入れあ たいは土J曲 支 ぐ の式入巩幺かこもっ 

た地生の仕湖なﾡﾡY4あ. の年みた式が主ななすか 林地 W 

ぐなX入ムて &なおヌ会林地光○収円を主ヒ して いる あ、、花は,力、からし 

林行者はﾡ林式木条と\いに. きず地分 み対外大山地光シべこみ 

よう4立場にとどまって\ たか ど う か はい ま 十 今に 基 しえないが * 

ネ・ 明治ﾡまでは包ら勘ﾡ系ねず*hク ことが夕なく. 上 

うな状恐ろっるのY力えら々. この点. kく用 立木朱印亿急も2ヤ 

いご岡ﾡ系べ,四治中ﾡでは. 経済的なみて 川上対 を/の、林花慌甫 。 

んったこては炎みかい。 そしく. ナぐに高ﾡ的Aへくネオ人をふくも) 

4たは地子 としく合なして い 8○が. そ ○るの-Wそ校じつっか» 

ア式◇大次地長へみ会しくったみぐろめ. このばろい.ﾡM的脅ヘ» 

クいは炎生と して ◇*v な とにし/がっ くJへみ状賞名 す 

た○ぐあ».云期のみば u旅への扱ﾡは安谷かっ行が4いっくク? 

た いくしくこらし地主は ﾡﾡ的ﾡ人マ新生ル主ヒおなじく命ﾡ的

木の〜つのﾡ系形くかるらなク った。 ・

(3) っさIに. u地主休台ての土地所有«松人し *こへ角キ系ャ 

※にしていくり階公所ﾡヒなみ。 -。 ﾡ/ c o トビ の世次メは 

w 9 にルけ o わバ四on株示ない t的u上ー伙。向級( 土る3 
しかL こ -ぐはW冷以1にガけあもずなみのルすのﾡを桜幌す。) 

えく 1念ヒ * 2ヤク否へ«カョ らか zす ス ニ。/2ﾡそ「ス 々.

) まち呼地行っu*ろ地条表ごみY. q積的には,明な
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降/におい くとく にはし く4った く北火家 はぐで例水幺 なす )。 そっ 

用、因 と しては. 土地た系ケ解糸ヒ な り, ア降バにおけ々ム水み津えK 
つ契約又新ﾡ/た々るろゲ多くなり ～旅後済事ﾡの系化べろり ま 

た村共有 u ○大ﾡ処分が充生 し, 心。たは立木法制た/て いたろ ま ぐに立 

木のらﾡ根べ再三にP/ って不父におbいと, ビのﾡず情公力っ 

たからであを こ o林ル集ﾡでﾡ我なこYは. 叉手則尔府期的有列 

質資本○立ﾡIに/にって い/a こと であり. こ今地力ぐ入u林地チとなる/た 

»o大さ 4糸件はﾡ②大ﾡ入キ ろ ったが. このば力いにる々の 

4A的 は 虱苑 であった,

(イ) 主とLて血木らみゐ条中おこなク許ﾡに力っく8. その立木 

な お キ入ガ納 なぬ我と今»ほ ごoﾡ令株 ぐ カみばカいには. こみ を 水 

a で•すでに気本と典呼仇 への分化が先史す ろ. 地もに クヘエ曲 

休次m場*いば.この介人糸*ぐ? く人とペ分ののW係べ*らに 

すすむことはろ*らかでろ々.しかし,明治期にけク党状米の及川名 

8っ てなだち式本M生&W神な飛私ヒはみなしえない.なぜなみば. 

*こ力らル» L燃分 ゆ創は ﾡ○よﾡや ﾡ 9 しく代メパく ヘ 

つMwa の○だったからぐ»る.そLてぶP2 キオ 7安ゆ12 
典型 幺形成 していろ こv/に内ﾡべ力った.こみ段簡の救系*封辻納A 
で»っ このはあい.シ、•\酒か、―:林泊義明,は望おなげ 

は%いっべ Aaは:九/にけにレビユらんい.当"9州/&"/に®

/+共命糸N日本か89 ォの % また一版亿は总液" が低く.

他力知“ まんじ ら#場る っていた. ここにう*!光"合 作表 と は 

*系○自常 A生&にRパ 2 もめで” り•我同次規制か? 自/4 
ソえくいない％ のぐあみ, ※糸色体っ例和からく%. この ラム規制 

»ク け た かゅ 力に k し < ﾡ林糸ル いとなi/とこに大さ ﾡが
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そX ぐはちﾡ上ﾡ力のﾡ橘はビう にっ力 うか。 こ に ても囂袭面 K 
ついていえ希的自作私か大ﾡ分なちめくいた. しかし 地のた 

な も純性のため旅集かほ ぼ寿衆的に 或立 してい た と戒解すみことクチ

s☆ことはすでにつべた。 したべっく、当内すでに系的林系みめ為が 

な、fIに成ュしていた.にべその物右る. ﾡ数太配の及よにたつ行倉 

。 むとに従ゐ していた。 そしく ﾡ物為 自 •部家队財 0 杵幺― だす： 

とは圏ﾡな次急に力っ. 労央○タけ水り め現物なふくむﾡ信がカり 

会と対○系2召の前本物えによってい/. 力、く して 自由な力优者 Rス ツ 

:\似ﾡな つよくるって た

(ウ) 合林条ないヒなむu林地土の立場はどうにったろうか。一ﾡに出ル光 

生によあ4は光払 的保にもセづいく4%血傍の役は地に逆放す 

ことケタく. 麼抗的利考y対立勺 る も り ぐあっ た。地土的1旅が争也4 

ﾡ氏的免みをﾡ止したふにP幾があっん. そしく林地ﾡは.角ポ生&

. o &期#に斜え >々女力るもつことによっく. 安会 ぐ篇州 «次あの*卜 

tして角なすすめた. ここには.ﾡおベネなとさに必人突分なし& 

いぐすますこて矢ぐ:少林生ﾡ ○術的#色も. 山地手2 よっく 

刑*/. また1地は、 んな»立木処分9ゆ商にとどまら02F 
夕 < ﾡらイ4 . 投Mなごっ -負事糸に地女 クことが夕なか?た. 

ヒ え ば聞 ・ x リ 四会。常に上々Y.北がかは人&初期に※がユ多ぐ 

いヒaん/ににtかムりらず 间も なくこ丸を廢止 して しま?た,4力: 

○地分み色/んぬ地工Yu才のn係化,バ代 と 条食的かP11 

なdot して,W冷ス/ がよ ん ど 合統しな.

(. )私徴/, 木材 a 血神性上 o 内 べカル。W 治る7 条に木材ロ災ペ 株A 

制浪 らぬ止なはし », ネ 流通 にか ん す ち ぐT 契則べﾡﾡ *九た。
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しか し. ネ材 内& 今 ﾡ期的木 として 今枚はかなりみ関 に月 と た.

そL て 直接/2 は地九祓志買本幺收為 でせること/wよ』<, 太系仲方に 

い/なみぐの地え段会ﾡな子板す々炊得がっクいた. 九は この地え 

②株媒の 生経林造な 央えす クうえに ﾡ会 な役到 % はた し. u卜地チっ 性 

機/2 6彩響るあたえた。

4 上.調冷期にいたクまぐのき"水系欠性にかんすみ片そそカミらか 

tて*ん. %ちろんそ○険におけク中が目会体の飛及2なかぐ き質地 

力%4にネなりろ死性をいげてさた.*しくそのかざり 山芝主化ポ 

茶み物倉し. »»いは4化似並糸倉るネ以人め したいにば代化^3金 

■ どったことはいクキル ない, こばがゃ キ知な彩り”、、林米 

»め着の多内が1央4急央な6った. とくに救伏の夕 靴 丿れ、ら ビク じじ 

%○なある. u妹地投はをでへ。»向をっ上*,ﾡ糸みの倉は色3銀 

々つくってるのしつっんみ.しかしな力」感央"に形がミパパ的的S 

は, やりカ幺よいめるちいはそり形幺かえなか、もし — いて3 あみ 

運A○W火の意は4 いっvo。して 称型 ハ、〃. またこの光ろ®®チ 

ﾡ○ぬ夕は 日 ○は系改米4 り力につ"くる 4 ら "" * 

ろえて\る


